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1. 結 y 
SALA tee BH RO FREER 路 る 活 火 山 に し て , HRB DH 
活動 を 繰返し 來 0, LHL GN LILOOAILT BRKT (1667) WHE 
50 HEALY OS ML Cy ER ER It BEY REO KE IC に 在り し に , 


去る 12 月 + 日 (昭三 8 #) SA, KUM UCHR, 活動 を 開始 し , 


FURL OI FF 7, 新聞 等 を 通じ て 報 導 せら れ て , 更に 新た に 人 々 の 注 
意 を 惹 くに 至れ 0。 
筆者 等 8 名 は 今回 の 活動 に 就き , 選 が 踏査 を 企 て , 12 A 6 A ALB EL, 


全 提 座 要 前 山東 北館 モー ラッ プ に 一 泊 の 上 。 BT BEBE, 約 2 時 間 に わ た 
0 坦 要 現場 の 調査 を 行 ひ た 0。 LEFO-AK Kid 12 月 20 AMOS 


te 
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L, KROL FMA O o 
AIL LOMBROAC ES, See, 報告 せん と する も の な 
9。 
2 32 HB D HK 
mez ALK OMA CHS Tit HAVE BHI & © Citi ne oie 
に し て , 筆者 等 も 赤 最 近 そ の 調査 に 努め , その 結果 の 概 要 は 茎 に を を 報告 せ 
る 事 あ り 。 よ つて 本 編 に て は 其 記載 の 重 後 を 避け て , Bl に 其 頂 上 部 の 地形 , 
WON MEK MILE ARTA S MET る に 止め ん と す 。 
頂上 郭 と 地形 。 橋 前 火山 は る を 大観 する に , RIE 2 ni7P ASE BL, 
頂部 に 外輪 山 に 園 ま れ し 廣 き KOR eH, ic — Pek 0 96 
KENOBI (dome) 2 UCiiita < 462 URE RIDE t OKO EA 
At B SOUL, UTHB=B KUM BEY A—Ial)o 
外輪 山 は 東部 及 南 部 に 保存 され , S Die b ts S (LAL AE 1023 m の 東山 に し 
て て 東北 より 南 締 を 限り て 周壁 や めぐら せり 。 叉 西南 部 に は 西山 (994.9 m) 
DEER 0, KOGA CES tT S OFEMS 12.00 m, FRAT IE 
Re ICRC S , HELLS BENS BAA CU, ACPA Be OPS NE BST Ik PS 
に し て 次 第 に 低下 し , 直ちに SHOUTS Oo 中 央 火口 丘 は RK 
DRO cbse, 稽 北西 に 偏 し て 存 し , 現今 電 に その 東側 盛 の 存在 に より て 選 を 
世 別 し 認め ら る 。 此 中 央 火口 丘 中 に は 管 て 図 項 類 岩 丘 の 存 せ し こと を 僚 へ 
られ , HIG 7 ORRICK OTHER O LARS 6S, WRAKOGHMK £O 
CT JB A 2K BASED HIE IS A RAT 1h A BRAC 42 年 春の 大 噴火 に より て 
FAO ATE ROWH S80. BAW RI EH) 400 m に し て , 
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MSURMACAY CRIES S ROE SO 134m. SOM BE 

る も , 後 , 頂部 次 第 に 低下 し , HO 其 後 引 績 ける 再三 の 活動 と , WMC KO 

CAE # GE L, 周 多 部 に 岩 鑑 を 侍 ら 5 し , BRE RT SIERO, LORD 

_ aD: H 
の 内 , REBSE BBE SAB 42 年 5 月 , 及び 大 正 6 年 4 月 に 於 ける も 
D5) 
O’T UT, BIBER EIEN 60°W HOB AE Lb, 叉 大 正 6 年 5 月 に は _ 
3) 

新た に N 65° の 走向 の MAMAN O 。 WOMB HABBO HK 

BIL MEEO) MEIMISBS SO LED ERS RENL, CH OBWO AE 

Ol OME ILAMB—EI RY YO 6 
BVOZHORRE 。 園 頂 丘 に 於 ける Bie Ze BOO Amc FEO 

に 大 別 し 得 。 一 は 即ち NW-SE (AO ZOU, MoT Hepes 

よめ て “Old-faithful” と 呼ば れ し も の 之 に 党 る 。 他 は NE-SW 走向 の も の に 

UT, fal U¢ “ Main-fissure” £#RC¢ GALL ~ID INGO, CAAA 
々 第 エ 系 統 , BUR IMS. LEK AIRS THT 2 CEE) 

SL Re 

an RWAGHE © ANE & BWR IC し て , 第 UL RSW e Ait BSE A 1 m 内 外 , 責 
FcR Ba ViChe sm, 深き さ 7m と な り MBER, ABRs 
DPA IC SY RR HOHROMB IC ZICR CB BDS V MBC IERE RV, 

. DATA ERR At SEI UCHR 50 m, ZEX 80 m+, 常時 噴煙 多量 な り 。 
ZI PFT UTHMIK EHS UV, 砂 礁 に て 充填 され た り 。 # 
c- 園 項 丘 側面 を 破り し 生 ぜ る も の に て , 高 さ 約 80m, te Lec c 10m. 下部 に 7 
て 1m., MMS CRE CHEV, KES OER RAD Lick, 長 
=H) 50 m., 幅 最 大 約 20m. 深き 20m に 及ぶ も, WUBS Ko 更に こと の Bee 


OPM Ic 3 ff] > AEM Hh V, Kite SLE 15 m, 小 な の は 8m fil] Hy IIE 
df 44 te du CWA ZX SMSILIC し て , 処 南北 に 約 15 m., KPH Sm., 深き 


1) ATU © Jeg SB IC HLS CIA BY CHMI SREY, 
2) 大 井上 義 近 , RRA RAE A, No. 64 Clit 4246), pp. 123 

HP ARGS, wh AVE SE, Vol. 24, No. 286 (大 正 6 48), pp. 353~366 
3) HERS, Bo 
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20m に 及ぶ 。 こ の 北方 延長 に , b KBOMROBMWS VQ MAK Hh CHL 

«BU RB こ 
ef H740 m, MEAS SLE te US ARERR PEE BEY, rs + 
上 本 系 統 方 向 に 細長 き 裂 紀 に し て 西方 は d cH 1-2 m, YEx 20m4, 噴 

な きす る, 東証 に 幅 増 し 約 3m, 深き さ 25 m 十 , We VU, Z 
3 g- 木 系 統 中 最大 の も の に LCR SS L IE — Dine I< 9 80 m, Pade —T 
Zi Ric 50m., 深き 100m 土 , な り 。 WAAR ys ZI L, BAP 
f LRN. ; = 
2 h-。 の 東 に 貫き 長き さ 約 40m., 幅 30m., 深き 100m (CRY OI CHS V,X 9 
i の 東端 は 園 項 丘 側面 上 御 を 破り , 幅 約 15m あ り 。 
用 下 は 男 項 丘 周壁 上 の 噴 禁 個所 に て 殖 刀 連 弧 借 小 な る も の と す 。 
: i- 聞 項 丘 壁 中 腹 に あり 径 約 4m ANB ODERILE V, 叉 と の 南方 に 懲 喘 な る 
た = : 


1 FEAFLDS Vo 
JAA EE IC TES SHERILIK し て 幅 5m 肉 外 , SREB REL BEV, ‘ = 
k-[A)JA Fr MBE tp I i SIR 4m OBERMILIC LT MB CE Yo 


以上 は 則 も 筆者 の 一 人 下 千 米 の 昭和 6 48 AHN SRBC S BOI 
UT, 其 後 同年 11 月 小 活 動 起り し も , 思 に 噴煙 の 一 時 的 増加 に 止ま め , MH 
殆 ん ど 上 輝 と 等 し き ARR CHA ICE O Lid, 他 の 筆者 等 も 之 を 認 む る 所 
— な 0 め と す 。 又 , 湖 呼 の 住民 等 の 談 に よる に , 噴 煙 は , 今 回 の 活動 前 4ー5 日 以 
前 より め 生 減少 せる る の ゝ 如く 眺め られ , 童 異 の 念 を 抱き 居り し も の な り と 
| 言 ふ 。 邊 , 第 一 園 中 , 第 TLL 系 統 と せる は 今回 の BRC & OT 2 aR 
 EULTBMUALT SLO. 

BRE FLO SMR OMBICD s SOTHO, RUD 
MBE AHO RRR CMS tik B-KOML, CHRARBRON, HE 
SHAS 4+ GARI LC, REE 512A 1B CBO, MUR 

OPM ATCE LE Oo UC RUS, HAEORK, MBBS BI 
RPC LOT, 1 ロロ 大 に 見 る AME OS, HONLKME RA OBE 
* ABW KD bMS < 認め られ た り と 言 ふ 。 風向 は 現地 よめ 約 60km を 
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| S| -7e20° | 7508 RR Hp a 
BAW IST WNW, 約 45 km Hi ALBEIT ENE な れ ど る も, BABEUIRIC 
於 ける 噴煙 の 倒れ た る 方 向 (第 上 1 園 参 照 ) 及び 隆 放 万 域 (第 1 BIBER) & O 
AES B(CINVY, PANTIE CE BML SEE 2) D8 2 eRe 

SB sl 


ESA OME A WANES LAM 日 な り し こ a aR 
べき か 。 叉 室蘭 測候所 長 高 信 保 氏 に 擦れ ば , MUR AIRED BREE IETS 
DOLBERA 0, LE #5 JMR EAN BERRI A, 9 
月 登別 温泉 大 湯 沼 に 於 ける ガス の 噴出 等 の BHD 9 し は 日 に 値する も の 
0 : 
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3. RE の HK R 

Fal OFRBEIK FL, 現地 に 赴き て 聞 知 し , LE 2 MERRY FLD 
i 

ea 12 月 1 日 午後 6 時 2 は 分, 突如 噴煙 を 開始 し , その WB SD HD 
ら 5 の 月 明 に て 各地 よめ 認め 得 た り ( 第 二 園 参 照 )。 

鳴動 噴煙 門前 約 5 SP TAC AO, SE HOME OE hl Shy HE し , 噴煙 
後 凸 みた め 。 但 し 之 を 聞き LEIS 極め て 限ら れ , 北 及 び BIH TOA 
750 So HW SAC HH 9-5 km の 山林 鐵道 12 AY 1300) pa He PP ALE, 北 々 
東 約 6.5 km ORUWEE—-—F IT, ACA HH 12km Orie A, Itz 
#7 6km の 山 錠 キム ン モ ラッ プ 用 北西 約 12 km OWE VETER EAT HS 
ける 人 々 之 を 聞き , 南 錠 地方 の 住民 は 耳 に する を 得 ざ ぐり し も の の 如 し 。 こ 
ELS ¢ BMRO BL kB BOM GAD, 央 に 水 溜 叉 在 の 森 好 査 の 談 に 

る に , MOA DAVHO MS HS HES, 後 「 ド F カー ン 」 と 地 旗 より の 如き 物 襲 
SBG RHE LEAS 

地震 THOMA LROGSA Welty < & b, Ahh, ALBEE IR 
記 の 地震 計 に は 感 ぜ ざさ の し も の ・ 如 し 。 

噴煙 MEL, 鳴動 直後 噴出 せ し も の の 如 し , 上 記 の [hi As CHS IK 
驚き て 戸外 に 立ち 出 て し 時 , 既に 高く 月 明 に BS THEE SH REDIEO L 
云 ふ 。 各 地 の 定 見 者 の 談 を 線 合 する に 噂 作 は 最初 , 殆 ん ど ESL Lb, 約 
1000 m に 達し , 間 も な く 辻 時 の 現地 の 風向 SEE に よ つ て 北西 に 倒れ , AL 
HD OKO LBA, COMMA 65 km を 隔 り 9 Lb EO BRAT 
Oto BISLEY S OL TPCT, GZ WERT TI Ck ERED SP HS A= 
BUDS Oo LEO ¢, CP BT KO LWA EO ETE LS RPE I 
APIO 125 BMS EOD YO LIVILE So MAMI, RABI OBE, 
APNE O TABICEM LOD OL Be ARR ILILE © & tk Stir ) 


(昭和 8 年 12 月 1 日 午後 6 時 30 分 , HR BET o> EC yy SRR) 
CHE, ARE ER HIE) 
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RAMEE FIT EY St SHERI, 外輪 山 右 生 に 時 
汚れ た る は 降灰 世 域 昭和 8 年 (C12 月 6 AY Hl, 佐々 撮影 2 


. 想像 され 居り た の め 。 
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林野 局 人 夫 等 の 談 に よれ ば, 叶 0 煙 は 昇 騰 後 間もなく BOES SEO sins 
自 方 に 倒れ , OF CE SH POM MOREE MoO LEH C 
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eee 
; eatin smicune :ane 
| 1u 道 650m OOM, MATER Lite DF dt BML 0 VLA 
 “WRSMAT. CORMT EO KORG MUO, シシ ャ モナ イ BHI AT 
2 TUG He A SARIN Ia & ts MA ACOH 
布 し , PRBS LE OMIA ZR BDT. 叉 その 西北 方 限界 は , 
SHOE AA MEO 談 に よる に , 北西 約 10 km の 美 笛 川 下流 に も 僅か 
に 降 放 を 認め た り と の Wie SMe Pk OAM ORI SHB OE 
Phe DE MES Bo 
ZS URO KES OT AUG MSE 22 6 OMB 
«Bi FROME He LH IAY OM Lo ZBOM 3 AARC 
OTHE, PBK dom, それ より め 西 方 約 100m の 地 暴 に て 2cm, 火口 
| 京北 西 吐 に て 1 em, 分布 否 北 十 末端 に て 薄 失 せり 。 叉 その 粒度 は 外 遼 に 接 
LTH 05 mms, Jk MALDEMIS T 01-0.3mm, Re vv eH 4 MIEN 
| りゃ も の は 005-015 mm, MERA CME LE 0. ZAK IRON 
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RE START. 

IMPEIL AEG SARE 件 ひ て 噴出 され 。 AABIAAC MIR E UT FRCS 
6 Ab, WO PRBS ICL & 6 LD ROK LT, ES H 200m 内 外 , 1mm 
HA PLODNE ZC PRLWRE EO PAINS HEBERD Oo MEARIQUKIUIR & 2 < FAPELIE U 
“CAM LS, AGE VERE BLS EDIEY 0 

Ke LV BRIL MG 1 cm LAF ODP BEBE Ze BRIS LC, その 分 布 は 極め て 限 
られ , Hid ic AEE FO HURRAH CBE SEBO し に 


Ik 3S. CHACOMBE ORAS < MIBEEMK be ONLS 
の な らん も , ZRRIAXES OF, 


RBM TOMES & SALE US MRL WMO AO EPIC A 
SBE Y 0 ARUMLIEAE 8 58 IL 系 統 た る ぐ Main-fissure "ACH SHE” 


RCO, Wet DRL OT TH om OW, WORE PBS OBS 


め NEE 方 向 に 約 250m F822 04 

BARI 周 頂 丘 基部 e BhICHAU CHR 8 幅員 廣 く 約 7m, BR ROME 
GINS 激甚 な り 。 幅員 は それ より HAWS ORD 2m, 園 頂 丘 基部 の 
MH OKA SHER HO 4m (CHRD 9, WEEE A KOC 
Lo BiH Ik は これ より 次 第 に 幅員 を 減じ , SRK O #7120 m OHNE T— 
分 岐 を 出せ 0 。 WW bEBWO NOE BIBL, LIC & O NOPE の 方 
向 に 洲 生 せる も の これ に し て , 延 長 約 30m BIER T 2m, 先 端 は 次 第 に 狂 
£9, BIRO NABI C. 刻々 に 小 孔 を 有 し て 噴煙 せめ 。 何れ の 噴 累 孔 も - 
A DOW AC HEN 。 ABLMLL WER. 0 1 ME N80 方 向 に 約 120m 
連 り , 幅員 3m & OCA DIL LO. FIC RU OFLC 
eh UTS LIEL, TEMRIC EO TMi, SRBC PAA Oo MAS TR 
RUE 6 = 
等 裂 勿 は 火口 原 の 下 坦 面 より AD ICABB  S BOK UT, MCE 


ae re a Se ane 7.605 


SIBLE, PAM GMO BML TH O ARES ¢ (tae, 深 慮 に 


ECO, ALE ORELER SOMES SLNUVEO BAA 0 5 WHR 


(te Nt o, 


部 分 は 屈曲 し , 細 裂 礎 行 し て 連 縛 せ 0 。 


BEBO A BF It, 従来 は 火口 原 面 と し て 夏 々 下 坦 た め り LRA, 
CAD AB RIEMO MH EO, 火口 原 に 上 る 部 分 に , 極め て 江 き 窪み を 存 


せ し の みな りき 。 されど, AWBO MEET, hBMwoOHe LI Lae E 
明か に し て , 大 正 6 年 以 來 屋 々 出現 し , 或 は 理 小 せる も の な り 。 特に 大 正 8 
年 に は , 基部 より 噴煙 せ し こ と も あの り 。 BILE E LTO KA 
ども , その 後 理 浸し て 名 残り を 前 記 の 外 に 殆 ん ど 止 め ず 今日 に 至り し も の 
it, 
BRED: 今回 の 活動 に 沼 り て は 初め この AEROMMBE Ot <0 
MO WEEE U6 LD E. REOMA dhe BHA ZO 


EMER SAILS, RAHI OL MT SS a eM OES 


めき 。 RELOM< MAWOAMOS), AB RPI 4c OC PORURS 4% 
を 見 得 し の み , HOC OMH th 6 TOMMC HLS WROD 堆積 は 存 せ 
SO Fo 

AR LORRI 5 EEA RERUNS BD LEL 
§, COGR 0 ZH 4 FIRMS MD 5 tr, Pi LOL MEO SF. HAFRWED 
BL WOBME IA AREA OR 2 IED, ARES Oo HEIL OS TARSOM 


BE AOR? Ral 0. CATE) 


1) PINE HE AG © 1924 BFA ig 1 BHR. 


: 


4s 5212) Sw wy Hh KB i 62 


テル ル 及 び 鉛 の 存在 に 於 ける 人 金 の 
吹 管 分 析 に 就 て (第 二 報 ) 


MSs (BB KM 
Get hb Fk K 


緒 言 
KCL LE OR EDIE OT, BUR Fr RO MS KAS 
存在 する 場合 に は , COMERS OC tL PBL, COMER 
に 論 及 せり 。 そ の 後 同一 現象 に 就 て , 更に 多 敷 の 宣 験 を 繰 返 せ る 結果 , 種々 
興味 以 あ る 現象 を 認め , ODMR DAO Atle 得 た る を 
UC 次 に と を 報告 すべ し 。 

REAR Rit MRE, HW, 7 -- ORAM LAE A cB L, COW 
ゆる ぁ る を 待つ て 乾性 分 析 用 放 皿 Ccupel) に 移し , 吹 管 を 以 て AOR ei 
き , EAVES D, 或 は 全然 試料 の 凶 散 する に 至 0, FONE BL, HO 
BER LRA EMOB EM O, SOMA Lic OTE RHEY O 。 

本 宣 験 中 始め の 混合 物 に 於 て , Sik 0.01gr CEL, これ に 成る さく 束 
BARS 2S 5 WMO F rv r-OW BME L, その 影 絡 を 測定 せめ 。 

テル ル の 非常 に 多き 場合 

先 づ テル ル の 多き 場合 を 吟味 する た め , 金 0.01 gr, テル ル 0-10 gr iz, fie 
A DINGO Hie INS, これ を 一 旦 融 合 し て 後 , 放 四 上 に 酸化 炉 に て 強 熱 せる 
に , SORIA BEEORM Uo 

これ に よれ ば , F vv DEO 10 億 に 達する BST, CHUA Md? 


金 の 2 億 を 越え れ ば , PLEA BNVRED KOT, その 一 部 分 放 皿 上 に 分 本 
"FR 散 し , 鉛 が 金 の 4 億 と な れ ば , COMBI T 始め の 金 の 50 % HFRK UF 


ia \ 


a ee a ee 
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9, 若 し 鉛 が 金 の 5 倍 と な れ ば , 金 は 全然 金粉 と な つて HBKL, MHED 10 


MOE SET UE, 金 は 全然 江 大 鏡 に て も 見 え ざ る に 至る 。 


第 = 表 
金 0.0Lgr, F rr 0-10 gr の 場合 


oh (gr) | PERRO | 残存 金 粒 (Cg | VE Be AC) 
0-010 | & 粒 の み 0-0103 0 
0-020 » Sa et oo 0| He a a ae | 
0-040 | Ser + eH 0-005 50 
0.050 |S 2 Rp 100 
0-060 =) es a eames ieee i emis 
| 0-080 | & eH 2 Poy Caer ee 
0-100 | 金粉 る も 見え ず | EC 


テル ル の や ゃ > 少な き 場 合 
筆者 は これ を テル ル の 多き 結果 と 想像 し た る を 以 て , RLF rn BS 
* 減 じ , 金 の 2 億 と し て 前 同様 の 害 験 を 施 こ せる に , ZOMBALBREO M 
{, BOBMLES KO. 

% x # 


4: 0-01 gr, F ww 0-02 gr の 場合 


$yCer) | RRBROURGE | BKeeL Cer | Me we AC%) 
001 | St+eH 0.0085 15 
0-02 | & BF WM Hp oe 100 | 
0-04 | & BAH) ee | 100 | 
0-06 Sy OR het Be eo 100 
O10 | SBEAAF pe 100 | 


BOF LE FULD EO 21MIN, MOBS ETHIE PE OTS, 
 O)— Hf (tj, A URDE EO IEE ts, HIB 6 MG E KOT IK 
$25. これ 筆者 等 の 療 想 に 全く 反し た 4 事 筑 に し て , 筆 者 等 は 始め 候 令 テル 
ル の 多き 場合 は , BOM RUS Eb, テル ル の 量 を WIT SIGE, この 


2798 ik VAN L LUE OIL, BAILA 6 REL, テル ル が BO 10 Hk 


9 2 億 に 減 ず れ ば , 同 じ 分 量 の 鉛 を 加 ふ る も , SIMOTCARK UD S LHEM 


te! Dr 


oe A 
a ee = a aie Se ch 
Rage tee BA ~ : 


いい 本 5414 の 2 A Re payee cc oe 
ee むる に 至り , COMB BAU SYRUO« 
Tt % w 3 
oe テル ル の 少な き 場 合 + a 
ae eCESABIF rv vr OPE Yin C, & 0-01 gr (LAL, Fv ve 0.0L gr 
Rs と な し , これ に 鉛 を 種々 に 加 へ て その 影響 を 吟味 せる に , MR RAE 
ET, この 場合 に は 逆 に Mow FHL MCROMBER, ZIRT 
3S BHAI HUE, COBB LS 57MIN Yo MS KBROM Lo 
= 第 = ei 
oe 40-01 gr, Fr 0.01 gr の 場合 i 
peace on Cer) | seiBeounie | 残存 金 粒 (g ツ | we Mk AC%) 
a [2061 | + 0:0103. DF SE 
= 002 see a Re eee: | 100 
0.04 eae RR | 100 
0.05 i | 100 
= 0-06 |  #L +. B 0-0010 | 0 
0-08 » | ~ 0.0068 - | 42 | 
= 0-10 » | --0.0079 - | 21 | 
012 | 金 aa 0.0097 | 3 
0-16 | ‘oo 0-0097 | 3 
島 つ て 一 層 テ ルル を 減じ , 金 の 芝 WI MMU SK, その 結果 は 第 四 表 
の 如く , 金 の 凶 散 は 和 盆 々 減じ , テ ルル の 少な き 場合 ほど , 少量 の WeIM~T 
= "も な は 金 の 逸 散 を 減じ る を 知れ り 。 
: 第 回 R 
4: 0-01 gr, テル を 0-005 gr 及び 0-0025 gr の 場合 = 
: “cay | cen) | RRERGEOURAR | SEARCH Cer) | ME ik IC) 
: 0-010 | 2 + & BF 0.0075 25 
“Fs 0-015 ” 0.0032 68 
0-0050 | 0-020 ” 0.0023 78 
0.030 ” 0.0053 47 
9-040 ” 0-0062 38 
| 0050 | & 料 の み 0.0103 0 - 
0.0025 | 0-010 | ae eh + a Bt 0-0086 14 
8 0-015 | & ¥r D aw 0-0097 3 
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この 事 換 より 類推 し て , テ ルル が 一 麻 多 き 場 合 も , 若 し 鉛 さ へ 充分 多けれ 
ば , 金 の 務 散 を 防ぎ 得る に 非 ず や と 湖 へ , Fv Ae BLS BRO BBL ICL, 
BO BY LOREM TRB BIC, その 結果 は 築 五 表 の 如 Lo 


第 五 表 
金 0:01gr, テル ル 0-015 及び 0-020 gr の 場合 


テル ル | gy | Pele onRUR | 残 琶 金 粒 g り | ME He ARCS) 

| 010 | Ser + Se 00023 77 
| 0-015 | 0-12 » | 0.0050 50 
| 0-13 » 0.0062 38 
| 010 | 金粉 も 留め す [0 100 
. 0-020 0-12 | 人 金粉 微量 | ee - 100 
| O16 | e+ & th 0-004 60 


これ に よ つ て , テル ル が 多少 増加 する も , MSW 充分 多けれ ば , SOMBM 
ゃ 減じ 得 べ きも , こ は テ ルル の 増加 と 共に 盆 に 不可 能 と な 0 め , テ ルル が 若 し 
— BO) 2 HEHE THE, SO 18 倍 に 達する 鉛 を 加 ふ る も , SOMME 60 7o(- 
達する を 知れ 0 。 
SHHMEOBE 

以上 一 見 複雑 な る 開 係 を 通 観 す る た め , テル ル 及 び MORCHST ONS 
REA ICBMEL, TiS LEOMKREL ONG RAL, を 更に 圏 式 上 に 
示せ る に 比較 的 簡 埋 に , 束 然 た る 開 係 を 見 出す に 至れ り 。 第 六 表 は 之 を 示す 
AS EWE ROWIE UT, 第 辻 較 は これ を 園 に よ つ て 示せ る も の と す 。 

第 一 園 中 横 軸 に は 人 金 を 0:.01gr と せる 際 の テル ル の gr Be MEAN dia] 
CRO gr Bee, Th. 6 OMB KOT LO, MMILEO SMe LES 
も の , EOMAMNIADO A DLE EGTA LOVLAL, AIO PREM 
| ぁゃ ぁゃ も の は 全く ABUTS SHS, TO MRS VS EOL MBL D 
OREO UTR #H5460%K 0.0 
: COMIC KO THROM S, 


SP EE ee ea SOR eR Te, RT ee ee 


St 


ne al ie es le al 


eet 
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1 Fr nrASHO—AVMAM CIMT Bb, 他 の 一 方 が 少な けれ ば , & 
OK HST, 金 の 負 融 を 惹起 する は , 鉛 と テル ル の 双方 が 塔 加 し 
た る 場合 に 限ら る 。 


第 nN 表 
4: 0.01 gr, テル ル 及 鈴 種 々 の 場合 
COR Fike ORAL S % EMT) 


PRCRD 
に 0-01 | 0-02 | 0.03 | 0.04 | 0:05 | 0-06) 0-08 | 0-10 | 0.12 | 0:16 
eR 
0.0025 CC es 
0-005 25 78 47 3 * * * *k a Boece 
0-010 100 | 100 | «++ 100 | 100 | 90 42 21 3 3 
0-015 SS LOO a) LOO} eas 50 VU Riel ecoanne 
0-02 15 | 100 | «++: LOO) eget 100. | 100 | 100 100 60 
0-04 % 16 100 100 | sss LOQ [hewecee | Tetieeee } testes | ceicieing 
0-06 ciel Nese ce 61 100" |) see LOO. Es If edonoer i sevsas. |): sosces 
0-08 * 20 28 109 | cere 100 | cesses | essere | cesses 
0-10 a 3 | 50 |100 | 100 | 100 | 100 | er | «++ 
SO Ne elon deed QL | veers 100 TO locate 
(aS aa ES AVS Mente toe 100- TO es esos | ects cote reef 
(01 ce) | sey tere Vest Oreos || NOE cpAomnl | hos oo 75 VO i EC ee 
UE AoA AS coda LSE I 


+ BWESHLAK 0:0102~0.0103 の も の 


00025 0005 001 002 004 0.1 O16 025 


C1) 但し この 場合 に も 特に Ultraopage microscope を 用 ゐ て 灰皿 上 を 精査 すれ も 


ば , 微量 の 人 金粉 を 残す と と 多 し 。 


ee ee 


#67 " £ R xX #8 57.17) 


2 OMB RLS SBE, MLF rr LOMMOALREGEFL 
T, その うぅ BK 於 ける 双方 の 比 が ,1:0.6 に 近 き 場合 程 大 な め 。 この 
事 客 は 第 七 表 に 明 に せら Bo 


第 Tete ete 
金 :( 鉛 士 テ ルル うう の 一 定 し た る 場合 


g テ "1 金 -: Si hy 28 
[8% BSS ores [eo we SF 
| 0-05 0-01 | 4 O95 | BR 0 
monet 0-02 pe 1:0:50 | 金 粒 を も 残さ ず | 100’ 
0-02 0-04 ed 2B Ve ee eee ae 

0-01 0.05 1:500 |4@ $m 2 0 

0-09 0-01 1:011 |@ # Oo # 0 

0-08 0-02 1:025 14¢ # © #| 100 

0-06 CE 1:066 | @ere o38=4 | 100 
vod 0-04 0-06 eo 1:1-50 4 粒 の み | 100 
0-02 | 0.08 1:400 |@uv+¢e¢m} 20 

0-01 0.09 1: 9-00 SE FIL ae み 0 


38 Rnb, AtLFrrvrlLOHOAK LOT &b, FORKS Z4BRELE 
ま ら すず , その 上 比 が 優 令 一 定 な り と も , THREOMMD SEIT 
する ろ る 程 著 々 じじ 。 LOBALBANRICBRTWYDERS Bo 

第 八 


鈴 ? テ ルル の 一 定 の 場合 


テ Wed Be Se? CORA | see xy i AB 

ee # Cer) Cer) | MF OI oe | i He D AK TB 
0-01 0-005 1:15 | & te + & # 

0-01 | 0-02 0-01 1:0-5 pe Ss BRD み 
0-04 0-02 1:6 SH bd SF 


こく に 特に 注意 すべ き は , ML F rv £ OM 1:0.6 (HL SMEAR EDK 
BSUS, HOCOMMD SB UTCARSAZACHRER LSIBAICLT, こ 
DIAG 6 F rr {LGACPbTe IHS SHL F vr OM, Mb | 
Pb: Te=207.2: 127.5=1: 0.614 
WRET SLDEOSS, YD» OHAROFES HSE &, SOMKRDH L 


BGK SAF A IEMOMECBRU TZ SMRE RSLS 
- Mes 要 約 3 
oe DETTE BE LM LES Lo e 
See METILT OHO AMON BAI BAAR, TF Lb, 

Dibike BELT 0 =a 


8 HEF HLL OO RIES HA THERA, COMBE REL, 
x 特に それ ら の 和 が 人 金 に 調 す る 割合 を 増加 すれ ば , SAB RRS 
< 3 MPT vr LITT Bb b, HORSE LSREOMAC ID 
=  EOMBROB I 6, HIF rOMMAZ eB by Fr vat 
SUE IDES BAI, MOTH ORBR RZD LAY. aa 
4 Wd Fv LITE L, COROT SOBRAL Le 
存する テル ル の 量 に 支配 せら れ , : 4 
a テル ル が 金 の 2 倍 以 上 に 達 す れ ば , 鉛 を 非常 に 減ずる か 或 は 非常 
ee IGKE SHEE ORME DAF 6 
si b テル ル が 金 と 等 量 な れ は , 鉛 を 金 の 10 億 以上 に 塔 加 せ ざ れ ば 金 の 
凶 融 を 発 れ 難 し 。 
< テル ル が 金 の 2 に 下 れ ば MEEO DIRT Sb, & の Bille 
IRS, テル ル が 更に 少な けれ ば , 鉛 が 金 と 等 量 以下 に 下 6 ざ る 限 
DEO MNLF 
SEO sem 7 
LEILA TRIE A DTORIRIS UC, BOR 7 2 Fe He SPR L te a bic 
COREE Oo CHREUTH OILERS rr wR DA SHAN LC A IM 
へ , ROMA LRA SO CMTRRUL LSB LOIS, 
この 場合 に は 通常 先 づ BUR eB IC GN AE CRIS HEM UBD LL, He 
ERD THASMGANS LIT, テル ル の 少な く と も 大 部 分 は HHBEL 


= 
3 “a 


ges 


研 % 報 x as 5919) 


) 


去る べく , 多 量 の テル ル が 金 と 共に 人 鉛 の 中 に 捉 へ られ , Mike SIE 
る 愛 は 比較 的 少な く , 特 に テル ル が テル ル 化 金 と し て 存する 場合 は , その ま 
< BHO Pie S Sb b, SLICBUTF v1 13 に 過ぎ ざる を 以 て て , 
He FO OU ES MBL, LOF 2 LOD CEOS SIL Lo 
SBip Si BUCH 多量 の テル ル を 含有 し 得る は , KARF r-GEIE 
な ふ 場 合 に 限ら れ , AE 北海 道 手 移 錠 山 産 確 石 中 の 最も テル 用 に 豊富 な 
る も の は , 小阪 礁 山 の 分 析 に よれ ば , 金 0.004 玉 に 比 し て テル ル 10 Y BS 
金 の 2000 倍 以 上 に 達し , APSA we GE EE LABOR & FZ vv 
RMS, SEF rx LOKAAARKOM Lo 
28 ty US 1 EDGE 4.61: 29.44, 0.23:2.82 6.15 3:17.70 
ESFMURM 0-14: 18-44 
MS Fv VILE UTA 130 PIES. LOMOME AMT BIZ 
BRU Clk, ZREOHAIBES OD, 他 の 方 法 に て テル ル を 去る を 常 と する 
RYT, ZBEDOFANVHHOP MASH ANEY bbb, H-LOFBRC 
AFED TE BRED OUD, 金 の 幾 倍 に 達する ぁ テ ルル が な は ほ は 鉛 に 加 は り , 旋 吹 法 
に 供 せ ら る ゝ 愛 少 な か ら ず 。 若 し 萬 一 に も 合 有 テル の 50~100 分 の 1 た 
OLEBBT UE, な ほ 且 つ 人 金 に 敷 億 する 政 , RKIKIE 0 THOM 
US SEHO. DSOMS MAO 分 析 に 際 し て は , Z¥ WM LET SICH 
ち , BDKTBET OD, MILE ORR Ik O TF NR BD LEO, テル 
ル の 量 を 減じ , 叉 は 多 草 の 銀 を 加 へ て 金銀 に 調 す る テル ル の 割合 を 低下 し 
然 る 後 分 析 す る を 宏 多 と すべ し , HOH LEORMELIE, PHBE OIL 
を る も 分 析 し て , その ぅ ちの 金 を 加算 する 必要 ある は 党 然 に し て , PMO 


| SETAC 金粉 を 示さ ざる 場合 に さ へ , BRUSH CZeH 
むる 場合 あめ 。 


以上 の 愛 は , SUP ICARORMF rr PRSKD, EIT SF wy, 


6020). Am mR TO 


WHE LY AALCIES OMEN be RAAT SRE 


る 重要 な る 事 に し て , 始め 筆者 は テル ル の 量 を BO 107K 021 
UC, 全 の 江 散 却 つ て 甚だ し き を 知り た る 際 , 微量 の テル ル も な は 且つ 重大 な 
BM LES (CIT O LEO LB, こ は 其 後 テル ル を 一 居 減 じ , 金 の 1 倍 


BUF CSR, SORROMO IME LOT 却 つ て 発 れ 得る を 知る に 及 
OT, HOBOKM 4 ItRILS SBN o 


BAS RHI )AM < その =) 
FOR AE IDE BS 


19. 中 本 WY: ASE aE te BB I ew C 
20. Mite He + AP ROYR CR HERE ZS Ot 


21. ” BERANE 7 ” 
22. » mG EP” 


19. RASH LESS MSM CMT 
ANLHES SHG (Stamnite) CBT id, 旗 に ご 三 の 記載 が ある な が, 多 
¢ DIMER TGEM ELS, LW PR Stannite は 混合 物 で ある と いふ 
BEAT, HOMES NTR 
SEREO HMNU IM AMG, VOM L HH 2 Bo, 完全 分 析 を 
な し 得 な い が , 定性 分 析 に ょ つて 鋭 の 存在 を 知る こと が 出來 る 。 BARBED 


誌 (第 二 版 うに 依る と , Sn 17 2 が 記載 され て 居る 。( 純 Stannite は Sn27% み ) 
叉 試料 中 に 含 鍋 の 疑 ひ あ る 他 の 確 物 は 存在 し な い 。 そ れ で 以下 に 逃 べ る 主 


と し て 反射 題 微 鏡 に ょ る 研究 の 結果 と 線 合 し て 硫 付 確 と 決定 する 。 
1. gore BUR PMB IC 入れ ヾ ば 溶解 し , 白色 の SnrO。 Oper 


1) 篠 本 : Stapnite mB Hic HEC, HH Voll. 579. GE BER 1 BI FED 
lif = Stannite cB SL, hh et. Vol 6. 398 GRR te ALR AY BS LD 
» + 日 本 の Stannite (CHC, HLA. Vol. 6, 634, CEE St E> FHA) 
FL AS i Aa ak SS — WR 


ia 


a 


me 


本 | 61 Ia 


| 在 を 知る 。Ag は 存在 せ ず 。 vie 
a BHCC PAN » 7» AG, MDDS » lize MOT: we | 
CBR 0 HEC AS : 


DSI IRM OTS IE UT AES Bo Ze HNN OM 
| MOMPRE TAS. 
eee eee Bas 
eS: RAGE COR は , 1) - THD DMA, He EIEN 
RD DRAB MRI, BERTONE patch を な し て 存在 する も の ) で 
© BIAS & BOBME CHINO TIE ¢, AAAI 青 味 叉 は Ba 
1 る 淡 ク リー ム 色 を 示す 。 MLOMAM 以下 に 記す 如く , 反 講 多 色 性 反 び 非 
4 SIE L BY. | 
| 6- BRSER A ERD ONT, i CIRBU NT ) — 7 ~ Oia 
1 DML AS . BRC, MBH ~ 19 — 7 ~My ) —2-C, MC 
BREAD —TRRF 
i 
| Ri, BHC, RAMP E~ 7) — 7 ~ MME, ECAR E~ 4 7 —7 
WHA. 等 者 の 間 に は 可 成 の 差 が ある が , BS OCRLOLT, Bill 
は 同一 で ある 。 且 腐 触 管 験 は Ze < TIRED Ree L, 別種 の 醒 物 と は 思 は 
NE 
8 ROR 
HNO。 dil. 4 HABS 
——-KMn0, + KOH 5 5p, Ae CPU. RAMADAN (ROT AOR eS 


Sp = 1) Schneiderhéhn u. Ramdohr, Lehrbuch der Erzmikroskopie JI. 


a 


= WABA 7 bo 75 7 EBA RAORRAMARL So ott See 


3 ek FOOL HERON 2 DCS TW CRA 


本 6222) a AU oh OR 


に する 。 有 HCI dil THETHA AS. 2 

HCl, KOH, HgCl., FeCls, KCN 作用 せ す 8 

— PRBEAME  ILWENY IL CE 5 2, DANTE HES ROU WHEE 
BR UTAR So 叉 反射 多 色 性 IRI Mets ¢, KCN-C#EL ¢ Shh 3.BO 
で 明 臣 に 選別 され る 。 
以上 B BRANCHES TC, JEST PEC BEAR L AED SD, MORE ES — 
2K, MB Stannite) と 決定 され る 。 

20. 片山 信夫 BRRAAERRGER 

去る 昭和 八 年 士 一 月 , 磯 物 貸 で は 甲州 初 鹿野 の 蜂 石 産地 に 遠足 を 試み , そ 
の 後 瀧本 , TAH AE AER ORB OAL, RF AOR BE RO BEAD 
AMBemBrt. COBH RE OBRBRA TE CPE Paes (Epi- 
dote) Oth CBE THE T So 

MOT LIED 5 RA Ub (Chabazite)O get t DCH 6 ttc HRT AB? 

Hite LS BH URRIUECHOT, その 中 に も Z OMA DHT 

ゐる 。 BRO JMAC LEB OMT IHC, 極め て 細か い BREE OMS 
部 分 が あめ, Kir tke BC Chlorite)% = & LZ AMM EB HAR DE S 9 
WO Hae SAN CU ROMOTRIS SLA Do その 次 に 粗 糧 の 石英 か ら 成 
る 部 分 が あり , TOP BAHRCBRS UMRAO SHRED 多量 に 存在 
する 。 こ の 部 分 を 肉眼 で 見 る と 区 味 の 騰 つ た 線 で ある 。 RRCATHAD 
結語 し て ゐる 。 若 し 宏 際 の 大 きい 時 は , BPE aS Lv REA aR LL, FEA 


AMD COME RENTS So SULAICD 酸 見 され た 標本 で は , Mee 


OWI dD, 容 際 の 中 に 頭 を 並べ て ゐる 。 何れ も 長 さ 2mm 前 後 の , HB 
PBS ia C> 測 角 の 結果 次 の 諸 面 か ら 成 る こと を 知 つ た ( 賠 を 見 よう 。 
a (100), 0D CO0D EERO ON 
D201), C0) CD 


ls i hk 


#73 m = mR 本 63(23) 


を 等 の 中 , or 及び MEAS 6 BBL, SHE Ua CAPES 
RC ROEM BLT HS. RERAAHWRAOMZMENTASIO 
Cle, MIMHORESLDUHS. LHMICALTHV I. 
a TEAC EIEN BE RD? D NS PGT IC BEE L, RID ROI LEH, 
此 の 結晶 は 全く 透明 で ある か ら , COL> BPC Arar es 
| 出来 た 。 そ の 結果 ,Z 軸 が 殆 ん ど ぇ 面 に 垂直 て ある こと が 年 つ た 。 多 色 尾 . 
は 厚 さ の 大 きい BLHSDV, 極め 
て 著しく 認め られ だ se ; 
I ORME OUMERK Wt 4 O 
が , LMI LOAF Bargo- " 
BERRA th ne か ら も 出る が , それ 等 に 開 す る 
詳細 は , 次 項 を 参照 され た い 。 
21. 片山 信夫 ERRKEEAREER 
REM DBR D O8o Sia, PS) DAI と 笑 し て 古く か 
ら そ の 名 を 知ら れ て ゐる 。 昨 年 営 教 室 て は 伊藤 先生 指導 の 下 に その 産地 を 
訪れ た 。 現在 で は 「 や きも も ち 石 」 の 落ち て ゐる 和 谷 の 出口 に , ERA MLT 
蟹 石 控 集 地 」 と いふ る 立 札 を 立て ヽ ある 。「 や きる もち 石 」 を 合 む 地層 の 赴 頭 は , 
| その 立 札 の 所 か ら 更 に BRL Ot OIE te UDINE BEL SB 
4 BULKBIRE CHOOT, その 中 に 「 や きも や ち 石 」 が nodule OFC RA ELT 
合 ま れ て ゐる 。 そ れ 等 の nodule の 中 , jd WAZ HME OBR EC 
AMPESHCHOS. LRM SKIN. 内 に 容 洞 の ある も の で は 
«BSR mm の 線 艇 石 結晶 が 群 立 し て 其 だ 見 事 で ある 。 Ze LIAR 
| その 諸 面 か ら 成 る こと を 知 つ た ( 園 を 見 よう)。 
OO CO 1 (1029. <r (101), 
1 (201), u (210). 


ee NS WS 
yy 
‘ Aero 
ory 


HCN RE 


RID 2 mw mK Se 


ZEO a EKS 6 BEL OL r ZCRCo sam u DAT b. BS 
a TREK ACOLONS ER PEO VRAD LC, RAMBIACOLODAR AE EIS 


Bil 10° 位 の 間 に a BUM 3242S 0 COLON Tk, WINES 
MHD 5 HB: ° 


ZR PICS S &, HEB CS Be LS, Z fie 9 RIAA. kee ; 


で ある 。 
OKRA ERHEG ¢ 前 項 徳 食 産 の も の と , その 品 癌 が 臣 だ 類似 し て ゐる 
"こと は 注目 に 値する 。 # KiB OniidiyC, © OST O° UeEETS SEM, 


— 
3 
1 
2 


Hid) CHIC HOT, 筆者 の 知る 限り で は , Zambonini の 報告 し た 伊太 利 Bar- 


gone 産 の も の と , Grange Merletto (Provinz Cuneo) 産 の も の が ある だ け 
で ある ぁ 。Biicking の 記載 し た Arendal 産 の も の に も の 大 きい の か ある 
が , COUPLE と, 自身 で 探 集 し た も の で な く , 多 く の 和 標本 中 が ら た マデ 
(ALIN S tr KAS A, WWD Arendal ARH bide» AAR FIC 
THSL OK, COMMOAM MM LHILL ¢ MIkILS,> Bargone 産 の も の で 
It, 2 (100), ¢ COOL), r(101) 及び "(210) SALTS a (PARE 
iida CDOT, BREO LOL 4S fe—-CHS.u 以外 の 端面 と し て は , 時 
々 細い b(010) が 観 ら れる だ け で ある 。 叉 Grange Merletto 産 の も の て 
は , その b が 大 きく な つて ,u LBAROV Lie So 即 も a (<100), cCQ01) 
r(101) 及び b て 010) u(210) BELTS ぇ に 局 玉 な 短 桂 欺 結晶 て , LE 
MOLDZHSo 
ZEO AS 2 TRO TM < Let, flirt S OPE L FE HERO 
似 て の る ぁ る こ と で て ある 。 徳倉 , 武石 に 就 い て は 棄 輝 の 通り , 叉 Burgone 及び 


1) PGA EEVRALSRONAT th, LW’ Vol. 40,723, (1933) 

2) F. Zambonini, Krystallographisches iiber den Epidot. Zeit. Kryst, Bd. 
37, 1, (1903) 

3) H. Biicking, Uber die Krystallformen des Fpidot. Zeit. Kryst. Bd: 2, 321 
(1887) 


本 65C25)- 


有 Grange Merletto の も の は 共に diabase 中 の 案 際 に 曹長 石 と 共 出 する 。 AD 
| ち 何 れ も 火 成 岩 の 室 際 に 二 次 的 に 成 生 さ れ た も の で ある 。 此 の 種 の 産 欺 を 


ぬ も の で ある か ら , 一 般 に 注 
意 さ れ ぬ こと が 多い 色 に 記載 
も 稀 て ある が , 今後 新 産地 の 
報告 が ふ へ る と ; 此 種 唱 癖 の 


TA Ai REA Hh 


7 tBwA~ 

22、 片山 信夫 BORRCERRAES 
Fi OTE NRA BRASS OME Ia, HIRE. Hite & OO HERE 
USMS So SBM か ら , 大 きい も の で は 長き 6 em, "1 cm EF 
Bo BORER, MIGIASEE FL, BRE CActinolite) に 似 た 様子 を 
BSB. 場面 の 完全 な の は 極め て 稀 で ある 。 WAOMRAOMID ORB 

こと を 知 つ た 。 (ee) 
a (100), ec (001), Eat OL 1 (201), nC 

之 等 の 中 c 及び + DELS BEL, Mid TH. ROL) & (101) 
の 間 に は 二 者 の 細か い 繰 り 返 し が 観 ら れる 。 連 績 反射 は [010〕 HTH 
られ る が , を それ は (001) & COLD 


で は 懇 い 。 


BE A EAR SRA HG th 


| r (101) (EGER IE O CRE LAER, 光 軸 角 の 一 つが r CHE D 
FRANCES, FICIAL E90 SEO BeM OR 


持つ 意味 が 明確 に な る で あら 


間 で は 甚だ 明る く , その他 の fie 


本 6626) a Fi Th Th KK & 


fick BASU [CHA BEER WREK Ie BRL C1) 
Hes bk KF 


緒 = 

EERVA (sillimanite) は 紅 柱 石 (andalusite) % U'#e4kG (cyanite) と 共に 
同一 成分 Al2SiO。 の 同質 三 像 贈 の 好例 を な すこ と は 棄 に 周知 に 局 し ,3 者 
FIO Ze re REG AS hea EY hI BET SEE ZOTAR NC SE LU SERED 

Do MALE BGs BRE & UC RR SPE BAS SZ Li 
知ら る る に 及び , tb OTA ML PR LTHAS SOKA GF. 

ALE RDNA FENK 2 WS x, SERVE IA ALEE GG & MSIE) UX BEBE 
Ket O)ANSEETY Ze BE 0 to B BARACK Ik I A a Be ca CED ZB Joes L 
UL, QCM ROSY b aA PISA GS MRD Id Bye 
買 に よれ る 片岩 中 に 産 す る を 普通 と す 。 こ れ ら の 諸 産 例 は 本 邦 に 於 て も 稀 
な り と せ ず 。 BRD IAT SRE e HAS ICE BOVE IS C4 られ 
LE DISMARC T & Z OPIZETEW < , 北米 California )]O) White Moun- 
tain の 紅 柱 石 WOR IZ. 北 -Calorina p ORE GBURIABSEO RIEIC か すり 0, 
叉 印度 の Asam Hills (HCA ABOU OFFS Os Ha LO 
を 敷 ふ る に 過ぎ ず 。 

1 A MASSE Et JUIN TK RCPS @ ALO Jay SSE EO BN BREO jek 
HEME te 0 & BES る 標本 の 寄贈 を 受け た り UD, 同和 標本 は PSEA & O 
成る を 知れ 0 。 本 確 は 目下 耐火 材料 と し て 探 掘 中 に 属し 、 か ゝ る BOA 
FCB ORES 工業 上 甚だ 喜ぶ べき こと な る に 同時 に , ZO RENK 


I) P. F. Kerr, Econ, Geol., 27, 614~643, (1932) 
2) J. L. Stucky, Econ. Geol, 27, 661~674, (1932) 
3) J. A. Dunn, Geol. Surv. of India Mem. 52, (1929) 


WOK x x % 6727) 


RA OBE IL ARTY (= AP HD CT HLBK DH B BAZ 0 © 

TESST PBILO HRS KO 2 EGER SBM ORL PMD Ow 
WARE & PAR LC, ASSEN BARK DICE Me 1 S EOH O LAUT, ME 
AABEWASORER. 6 ir, 種々 興味 ある 材料 RET SPEAK OS 
DP ADR OTF HIE EAE TS 7 

ATFENR 7% O Cd AAR ARIE 7% AGRE % 1S 0 tH HERS ILPRBIL, 計 
BAAS (PR LEE 4 ORE PIN~ 6 rt AUN TAR @ it SPE 
KIS LARK 

Ue FR SE © th 

BRR OMES % Milt BS) PROTA RG I= fe 0, BMT OB Ky 5km, 
Pat ZE- [a] BLO Id (GE FBS Hrs 2km OHM ALS. ACHR Pee A 
本 の 中 央 構造 線 と 並行 せる 護 岐 MP YOY BER OAC I BARES 4 Ei AE 
SEW ARY LE O— F412 BL, BUA © 北 流 せる ALPEN ROBIN & 
0 BS tute DWM PRL MME FEL L, SEP RP CET 

PEO SC Aad DMM < Hh (465m) & OTA EET 
城山 (375 m) LB ABA ERO PIA AME ina SOO HKG oh 
ども, 猫山 の 山頂 部 は 新 期 の 噴出 に か ゝ る AAU RAM oO. COU 
塊 の 維 館 は 下 低 な る 第 四 紀 言 を 以 て 蔽 は れ 主 に 赤 稔 色 の 花 剛 岩 分解 物 よめ 
成 れ 0。 

本 背 策 の 大 部 分 を 構成 せる AK Ei ek 背 策 と 一 致し , 暗 東 西 の 方 向 の 
片 理 構造 を 時 し , AME ARC EMS Oo 然るに 猫山 の 北側 並 に 南側 中 
BABS Ik REAL OME % AS 4 KA ESE L, ME APIS 稿 レン ズ 
HRT UTAH ATE Oo DAKE PC Ik PD BD CREE 25 B GRE 
FREER HRE O DPB A IC IPME LIB E BRED BOE LU § DHEL TH 
鮮 な る も の を 見 ず 。 


本 68C28) on eR #78 


RTT EK LET BBO KOR AE ORR EZF, 
BAA, ANAROMRAE OB 3S RATE L, それ ら の 谷 座 に は ホネ ルン フ 
x= VATE ae, CODA AKI MORPHS MER AAR ET 本 


FEZ schistose granite FES Augite andesite 
[= er [s} Quolernary 
EEE constr >) Sip 
Cesar, 


A I PSE @ HOF Hh BEB] 
BCBS TIANA, ESB BERG ROK 1h TBM FEES T ABE Et PE IS BB 


の な り め 。 Kirt AO BAY & al let 6 RR AAO Re YS 
せん と す 。 
= A & RR 

CD Ritts AC WIN Ae SERB eM L, BA ROBIE IS & < 
Batt © o AMIR) 2 HUA OR ERE A teh & } RSA L, 
DEPICT SICITTEAGL FERRE GSS TER ARE 2 L, 粒度 は 
1~3mm 23h t EZR ERROR ROBRY ITED 6 EOD YO, EM 
PLM -v bh, BRE, 石英 及び 少量 の BEE SOMO, 副 成 分 と し て ジ 
VAY ROR ADE 0 許 長 石 は カー ルス バー ド 及 び ァ アル パ バイト 式 


ee ae 


a oe Fe 本 69C25) 


Mine ea ¢ LRH LS. SERA EO JTARIa =1.539, 7/= 1.546 
に し て An 200 BALAY TA v—-ARY, PRALIMARI SA, 
Kate RS. REE hae 7s UT HRM <<, 7 =1-656~1.661; 2E 
20°; X=pale brown, Y= Z=greenish brown te), 2x3 > Py PAE 
し 多 色 性 昌 を 果す 。 

(2) SBBRRRSE ARBs se UTEA I HIER A PIC IMES 
AvE > — MCE UO REP NER O o PNRM Aad tek < GEE 

LAS BOS ¢ A ile ¢ 2a UCR LD Lo BEV IC 観 祭 すれ ば 
第 二 箇 の 如く hypideoblastic OAK, ARAROVERA t, REELO RAK 
排列 よめ 成り , 度々 石英 の porphyroblast AT. ft と し て 少量 の 
ジル コン あり 。 造 岩 確 物 中 最も 多量 に 含ま れ た る REMAKE O BM 
Bet HHA! LORD OF, 7=1-647~1.650, X=pale yellowish brown, 
Y= Z=reddish brown に し て 皆 多 少 の 風化 作用 を 受け 居れ り め り 。 WED 


mer ike x60 Fe BRR x55 


4s 70630) ie Bh mB ies KK & ai 80 


LUT I 11 > eA LZ Oe BST. 石英 も 主 成分 の ーー に し て 度々 
HMO MIS Uy Aik S 粗品 あめ , LS Gite BS. BRA 
tA eR LL, PPAR IR oe = 1.542, 7/= 1-549; An 28 % ICHAEL 
EY DTU ATE OG 
HARTER A OREA (CBR LGW rk WC OE A 2 529 T REEL a 
の も の を 生じ , COB A Ema PTB S RES EDESSLo 
3) Fifidk (composite gneiss) 本 岩 は 猫山 の 南北 雨 側 に 分 布 し , AMR 
MNP HAO Wwe UT vy RARE BO & RE BEO Kea & 
め 成 る 。 鏡 下 に 観 祭 せる も の は 第 三 周 に し て , EMT ER (Ci 
<r hh), オリ ゴク レー ス , PRROREAE AD E 6, AK & OTM 
に 草 的 不 均一 性 を 示す 。 副 成分 と し て PIR, BAL. OR, BER OU 
RIN AS TOME REO ric & OC 片 区 構 造 を 示す も , 無色 
Mevlt granoblastic 構造 時 す 。 叉 度々 正 長 石 , RR ARLE O por- 
phyroblast を 有 す 。 獲 山北 側 産 の も OIL ORE A (An 45%) & 
BSE OMA IEIKRIE vv AAR AICHE O 。 
TER AIS IRRIA § BR tv wa FSC ee EL OC, a = 1.519, 
7’ = 1525, 多少 kaolinization か 受け た り 。 MEALS S64 BENE 
Manik F. granoblastic 構造 あな す も の は of =1-538~1.542 (2 UT An 
20~30(oligoclase ) なれ ど も , レッズ 部 を 形成 せる も の は An 45% (andesine) 
BS o HAO) ) CREASES bE OME LS RMA tees, BE 
は 7=1.636~1.644, 2 Ez.0°, X =pale brown, Z=brown IZ UT, Yur av 
BLE MAT ] 
ASS tial (Lae L & Heit 4e 4g UL» 前 記 黒 雲母 質 片 其 岩 と 路 同 値 或 は 
SLI MTR O REREO 條 片 や 有する こと , ROMA O 不 均 一 性 や 示 
SPALO, AAA RERTARE DIERLE 々 IEOREA 2 Te B KERMA UO 


ai, 81 FO RO 六 TIGL 


1: BIRCH Me (composite gneiss) と な す を 得 べ し 

@ BRAKE 猫山 の 南側 を 東西 に 延び て 遂 達 せる ホル ン フ ェ エル ス 財 

外観 の 岩石 は 一 般 に 淡 欄 原色 , BOB LAS LT 片 理 構造 は 明 肉 な ら ず 。 然 れ 

EtmEN RAO LENSIOAMKL HOBBBEBICEAGRS 
BDAY 5 HRT RIANK AG FER PMS TEM SIE IS AT LEK EO A 
万 別 す る を 得 べ し 。 BORA LZ TKD 3 と な す 。 

(i) Pargasite-biotite-plagioclase fels 

(ii) Gedrite-biotite-plagioclase fels 

(ii) Biotite-plagioclase fels 
UT Ae OPE BRKT EKO M Lo 

G@) Pargasite-bistite-plagioclase sels. ABIL —-ULHM ICIS TH 
集 せ ぁゃ も の に し て , 堅 級 な る 岩石 と な し 旋 色 を 呈す 。 悪 雲母 徹 品 の FICE 
EC SibT Ree ERTL UTRRA GR. BELLU 
BANG 2A L, as t UCI, SALA. RRA, BEE O Reet i 
2A. BPA CE AOAC AT OM ABO 主要 部 は ARK ae 
RHE A win eaih & D —FED tv 2 rite RTA b, LMI Ik 石英 及 
UFR AD granoblastic 構造 を 示す 部 分 あめ » 

RE AA Io kth OSB HG 75, Hitidnld 微細 な れ ど も アル バイ ト 式 双 卓 
や を なら 7 屈折 卒 は ==1.572。 y "=1.577 に し て An 84 % (2k LU bytown- 
ite な 0 の 。 PEAS MNCS Le ¢, pe & UR tke a 
$o 7=1.618, 2E+0°. X=pale yellowish brown or nearly colorless, Y= 


| Z=light brown と す 。 KHORAMAK Sk HNAILE 3 0.25mm 以 


FO MERE L, MERE EMA ERICACT © 屈折 率 は 甚だ 低く , of =1.638, 
7’ =1.651(0n 110); BAI ACCAZ) =17°,& fA PEMA A 93 ¢ X =nearly color- 
less, Y=pale green, Z=light gren %O, これ ら の 性質 に よめ AANA 


本 72<32) oo OR B 4 82 


を pargasite と 決定 せめ 。 HMA HEV < HSK, 
LOK ARERR UT 
PROV HPA 
Gi) Gedrite-biotite-pla- 
gioclasefels 本 岩 は 
TABAFPOT A MSE = aH L, IR 
Oia Oo 詩 成分 確 物 
と UTRHEA, 石英 , BEER 
び 符 方 角 准 石 あ 0, 副 成分 と 
UCR, SCRIR, RARER OR 


= PANY & Se ey 7A 
Pargasite-biotite-plagioclase fels, 及び 人 金 紅 石 を te Ber に 府 
H.-N — 794 >, B..-meeH, 


CARLES i OBEI REE AR Ze 
Q.--Adk, P---BHE ZG, Py--- wpe m 長石 LX hit ia BS 
EG x40 tr} — HNC Ie granoblasitic 


な め (BEL ADS 

RRA PRK YES & OMS 2mm に 及ぶ も の あり , 微か に 逆 序 
Osi hse BOL, RA eH 6, 6 = 1-561, "=1.586 に し て An 
5276 (KE L, 之 に 反し granoblastic ROBE AK 〆 = 1.569, 77 =1.574 
に し て An 78 と な り 著 し く 基 性 な め 。 本 岸 に も 赤黒 雲母 は 比較 的 少く 
PRAY t 集合 せる 場合 多 し 。 Beat r=1.610, 2E.0% K=nearly 
colorless, Y= Z=pale greenish brown 2 5 KIA O HAW oa 
TAWA IEE T SS 6 O70. Els b ABO LHK LTRS AD 
に し て , その 長き 04mm WPORHAE LRHEMO BAe RTBU 
72.0 9 WIE BW Tk RE KUT 多 色 性 を 認め 得 ず 。 直 清光 を BU, 
c=Z な の 0。 HMI c ML EAL, HBMERW ABS. pA 
of = 1.644, 7=1-658( on 110) (L UTHER OS, UL ORE AS 


#8 83 eH xs BR x 本 73033) 


AAA PREROMREL WT ABA (enstatite) に 比 す る も, ATO 
RUTARSED IE <(, BART ABA 4 anthophyllite [ce 0, MA 
に anthophyllite jt—fRI EBLAD IS TERE ZS BS % TCABEIE ZO 5 DBC B 


es 


er ey fC) exe 
Gedrite-biotite-plagioclase fels, \(B) x 80 


P.M 7, B-MaeH, G・ ゲ ドラ イト , Ae BERRA 
CBisCVEMK LCT FF ORGIES MT, 
RAL WB > KALB (LAAT Y 。 

する gedrite に 一 致す る な り め 。 

Gii) Biotite-plagioclase fels 本 岩 は 主 に 治 國 谷 並 に 独 々 谷 に 露出 し 第 
SDHC ST SEER RR OEE LET 6 BOKO RMEROR CS 
BOS SO 部 分 は bai ee, ARE O, 往々 片 理 と 無 閣 係 に 
PE ie RECS EA RANK eOCR YS. Enon: UTRE 
EL PRARORBLA L, ABLMOIAOMS HDA e2AS FESS 
に 反し , REReRbOBRHTS . BT t UCBIRA. vay, 金 紅 石 , 
Retire PEL OP 72 Oo BEV CUES 3 IC RB ES Ma eB, % 


ee a7 'c75 AR me 


a の 間 を granoblastic HBO ARRORRA2UTHETS, QRES1~3 ne > 


St SERIA 2 24t S BRA eT Oo x 
& osa ton. rn 
: We US LL, MFORPAEL RTH Et AVFOLRGBEK SS, : 
ee, MARES kb TAKA ROBE AARC IS SEN BLE LT pockiloblastic fi . 
WRIT ZLOHO, LIE* saussuritization SVGRO PRAOSATL 
の 尾 折 牽 は of =1.553+1.555, 7/=1.558~1.560 [& UT An 47~51 2 に 訪 


= =, REC & OSL CBE O, EMI M eb E 


= 々 結晶 周 線 より 線 泥 石化 せる も の 環 か ら ず 。1 =1-634~1.638, 2E こ 0 ~ 20" 
X= pale brownish yellow, Y= Z=areciich brown 2, 本 
a > thine AEE L, 多 色 性 電 を 時 す 。 AMA BURG Illk FAA KES TAGE 
存 す 。 

mMapOmA MER 

ERD DK OAaMICA AIH, Db S 諸 岩 の 開 係 を 明か に し 置 
(MET. 第 一 表 は 主要 造 岩 確 物 を 比較 表示 せる も な り のり 。 

FEOID FN HS TE HP CG) 及び Gi) を 比較 する に 両 岩 は 申 同 一 成 
分 の 岩石 に 己 し , RANAPMIOD WRIA SOAK YO. BER yw 
の gedrite 2 BRVWO pargasite 2 [LAS ¢ REPS LEBER ORE 
DERILEOKSEORANS, C*LEMUORMAAS Tic Allen, Wright 
及び Clement 3 EE OIG LISA Oo RHE URS MORAIERC— 
EV ORS TARR RABE) Oe も 期待 する ぁ る を 得 べ く , 然 
ら 5 ば 本 岩 は 構成 礁 物 の 組合 せ に 於 て Goldschmidt ee Kristiania 地方 の ホ 
ルン フェ ルス に 就き 行 へ る 分 類 中 Class 5 HISTO & OBST SEO EL な 


SE Allen, RE: Wright, JARS Clement, Am. Jour. Sci., (4), 32, 388, 
(1906). 

2) V. M. Goldschmidt, Die Kontaktmetamorphose in Rrisamtepehicle SetOlG é 
(1911). i, 


ATBCBS) 


Peal, wcmuRMemeIRE RA 
| So TUTE Git) は 前 記 雨 岩 が 更に EW ZREMRIS & injection 
_ metamorphism 3 AB RSE ORL MEAL L 1 9, RMN RARPE 


第 = R 
Quartz | Orthoclase | Plagioclase | Biotite | Amphibole 
ie Pargasite - 
4 he y= 1-618 a’ = 1-638 ees 
| lotite- { ae = gee 
ae plagisolase a a ; An 84% hase ) Nera ae et : 
fels quantity pleochroic g ee ee 
ey An 52 % er ieee 
a Gedritee = : ; A 5° 
E a hae (Bast) Y=L610 | Gedrite Se ae 
z (ii) st oe ~ |/small ‘=1.644 = 
plagiosclase ee An 739% (ON. ) aes 3 = 
3 fels eee \\ quantity y=1.658 ay 
§ ; | \(Biastio) 
4 | biotite- y =1-634~ 
‘ Ciii) OE + — An47—51%| 1.638 za 5 4 
a Uf fels (abundant) ; 3 
3 An 45% て 
。 2 lenticular) |y =1.636~ 
Composite gneiss aL + (att i 1.644 = ' 
An 20— 3 CR : = 
if 
Biotite schistose i y =1-647~ a 
rock + + BE es oh th > 
Schistose granite =- 十 nn 0 GN a: = : 


KCI TLS OHM < HADI 混交 作用 の 進み た る composite gneiss 中 
OR RA ROREE NCHS SEO LBRARENL, 

RKrZ EMO rR NSLS PHBE, Bed AE EPR CIA ORE 
LOGUE D SES AAT HIRE LIE EL OREM aw 
6 HBB NNET OR O., BBA TREE ROR 

(Wie POMERAT LZ 2H S HARMED E POARSEEL & 0 HAE 


1 A Harker, Metamorphism, (1932) 


本 76C36) aA TR BK & 線 86 


F Ly BRHE A CORI RREECBAIEY 0 9 C OMPRILEIESGE が ERT 
に 於 て , 叉 杉 博士 が 筑波 地方 に 於 て injection metamorphism を 参 宗 せら れ 
し 場合 の 事 損 と も 相似 た り 。 と と を 要する に 最初 接 久 鍋 成 作用 に ょ り 成 生 せ 
る biotite schist skit IF 石原 損 の キルン フェ ルス が , BERAALLSE 
賠 岩 残 此 の た め あめ 相互 間 の 反 應 に 應 じ て composie gneiss, skit BE RE RS 
の 成 生 を 見 た る も の と 解す る を 得 べ し 。 

DESC IS BE OBR OAHU LO JERS ED HSL I IA & 
東西 に し て tad} ICR S PRABERO A) & EE SBA EL O 
AS HR = BREN 4 7G [a PP AS EO PEER ERE BS MAES oT 
LS MARBLE O—MICBS © &D CAIBS BBS Lo (未完 ) 


ARARORBERBICHUT 
Fee oe 市 川 ie 
1 & = 
s 
昭和 四 年 束 大 卒業 論 の 研究 課題 と し て , RARER IRARARGMEE & OG. 
MTOR Vite, 及び その 除 近 の 地質 に 就 い て 懇切 な る 指導 受け 
Ko その 際 IGding h4-O8 BG TRE bORE OBER ICO S RIC 
注意 し , BH OPERA ROKD CHS, KOTHIK COKE を 流 べ る こ 


1) 坪井 誠太郎 , DARE, 5, 91, CHA TI 4 年). 

2) K. Sugi, Jap. Jour- Geol. Geogr, 8, 29, (1930) 

3) AIF GE, HA SMEGE, 86, 175~178, (昭和 4 年 う 

4) W. Ichikawa, The so-called nephelite-basalt and the geology of the 
Hamada District, M. S, (1928) 


aie a eal tat alia lid 


#87 whe 短 kh xX 本 7787) 


be 46 
282A 4 KSB 


FEKORD Cite O Wr eRe PC RC A UB Wire 
A ODttiin ee LS る 事 か 甚だ 困難 で あつ た 。 BCMA SRR T AB 
を 行 ひ , Mad THRE S 幸 石 を 多 敷 有する 事 を 知 つ た の で ある 。 そ の 場合 
* OTS BE AIO I 5 


第 — tal 


Nephelite-basalt, Nagahama, Iwami, 


M: goo =O: fia, = AS 


肉眼 に 依 つ て 久石 の 結晶 を 多 敷 有する 標本 を 控 集 する に は , HO 天然 の 
BE DAO T, 中 に 第 二 火 の 方 解 石 と か , 潮 石 等 の 充 幸 し て ゐる 部 分 と か , 


- 


或 は 沸 石 の 比較 犬 き な 結 曲 を 持つ 部 分 を 控 集 し て 座る 必要 が ある 。 KIB 
BUR WIS SBS OAC, WCET, 硬く て , 均質 な 部 分 に 
AIBA OANA APE LIES, BLA AHO WOU Cie 部 分 を 切り 取 @ 


本 78.38) a ti Bh ty Bh he 線 88 


WH LS rk SAD IPEL TOZDTH Bo 
EOE ROTHER 
ree 2) 


JEON IE & KS < Hid & ABET, 


deaminase are ROT Db, 
HT MIS SEL TA, 


ea 
県 


第 一 園 は 震 石 玄武 岩 と し て 店 出 する 岩石 の 最も 晋 通 な 竹本 の 一 部 か ら 作 


第 = 
Nephelite-basalt, Nagahama, Iwami. 


DIG CHS. 


As hal It nl PUR OME % AIRS ROT RIED Kk & ODP, 
FED TBH IO wha DR i LC B&O BMP AK 
沸 石 と 共に 立派 な 霞 石 が 卓 出 し て ゐる 。 


第 三 園 は 和 標本 中 最も も 新 鯉 な 部 分 て 多少 白色 斑 踊 の ある 箇所 を 見 出し て 。 


し た も の で ある が , 


UWE, YEN, 光 軸 角 測定 等 の 官 験 が 出来 る の で ある 。 それ ら の 


ig 89 Wt Se 3 Be Oe 48 799) 


そこ や を 中 心 に し て 蘭 片 を 作 つ た も の で ある 。 幸 石 の 美羽 な : る 結晶 が 多 敷 品 
出し て ゐる と 同時 に 沸 石 も 叉 多い も の で ある 。 此 等 に 於 ける 接 犬 度 は 正確 


に 思 出 せな い が 50 億 内 外 で ある 。 2 


第 = 
Nephelite-basalt, Nagahama. 


ea Zit i 
RBA CAF lS PIA LT PRU TROT BOT, 
COC Tk F—-KOM ( CHS 
3 その 他 の 岩石 

ZO FWA EFAS TERCERA, POI, 石英 次 山 岩 等 が 
ある 。 以 上 は 何れ る も 濱田 附近 に 店 出し て ゐる る も の で ある が , 更に 西南 の 方 
で は 那賀 郡 西 陽 村 と 同 美濃 郡 安田 村 流 田 に は 何れ も チタ A Oy 
BWR GS, CHOOF 4 BARE COWFOR=ARS AO 
Choo COMAMND Linburgite を 巻 慮 に 入れ る と , TOMAS ANB 


本 80¢49 岩石 


wi ty TR KK 線 90 


東西 の 方 向 を 主として 走る 。 


4 結 


sa 
an 


以上 極め て 簡 温 に 大 申 を 輝 べ た つも めで ある が , この 地方 の 地質 と 共に 


第 8 表 
I II 
SiO. 35-93 | 35-96 
RO 13.26 | 14-18 
Fe,03 5-59 6:43 
FeO | 10-06.| 8-55 | 
MgO 7:90 17d 
CaO 13:37 |. 14-00: | 
Na.O 492) 2.44 | 
Ka Oo sh 2199 0-92 
ESO Se 0 SS 5-56 
COS)! iP 40S 0.9004 
TiO |. Vegi" O36 
PLOn OS any 
MnO 0.34 0-33 | 
Total 99-94 | 100-33 .| 


I Nepheline-basalt, Nagahama, 
Iwami, 
II Nepheline-basalt, Kono near 


Nagahama, Iwami. 


更に 研究 を し て 御 叱 正 を 得 た いと 思 つ て 
ゐる 。 REFORM L LCOS AARO 
間 題 は , 報 石 の 美 結晶 が 第 二 炊 唱 出 の Bh 
右 の 近く に 多い 理由 , 叉 第 一 賠 の 示す 如 
(, BAO HM stidald HLS ¢ 
i, BAKE & し て の texture は 立派 に 
認め られ る が , 前 者 と の BAS 如何 で あ 
BPAEC aie 

me HORA Wakes OES RET Ik, 
WMO & OME LoL sD 
参 へ て ゐる が , PIERS ROWRRE 
KO-BCOB BROOK. RRM 
POWTRAVKA SME mesa の 如き 
ED’E Fr bd. BLEW EA 


DTOOD, 思ふ 様 に な ら す ず , T= OMB EY UTR OMMLIER SE 


SS の 0 


= HINES IIS Wt る 第 紀 及 其 後 の 火山 苗 類 に gus c, 77-4 18 Hk, Ms 


‘Po 


る 


SOE, SS Te ee Re Se Ee ee eT a ee 


SN ee ne 


a 


ok 


eRe 
3313, HREOKSEHILCRETMERA 
成分 の 影響 Chudoba. K., David, F. 


BRA OMA ORO 34 OOKBEL 


そえ の Endglieder な る Albit 及び Anorthit 
DOL VMBVICSHF Sc LAK 
Mallard, Pockels jc k YC bE 
る が , CL KK AEARKDTO RR LO 
KHOD> LSE HK, £2E2 成分 の th 
に 加里 長 右 成分 の 影響 を も ゃ 考 へ , 3 成分 の 
ihe UCH RADISH HME Aw 
た め , 先 づ 3 成 分 の も の に 適用 し 得る 様 
Mallard の KREME FSC LK CHM 
42 Y oCNeues Tih: Min etc. A. 196~ 
216, 1933) CyB) 
3314, Mullite の X #Ggah 本 欄 3338 
Bik o 
3315, =ARBAOK MAAS AISA 
Biko y 
3316, MAEDA WN —-74—-AELZS 
AO Maes tt (TBS BS CRT 
Re BE 

加奈 陀 オ ンタ リオ 州 ウ イル ペ バフ ォ オース 
EAR RIC LOA EMI 
え , 上 日 光 に AL RAEN KS LOK AH 
Be BIC et Uo CORAMIER 
石 ポ ペグ ゲ マタ イト 中 に 方 解 石 と 共存 し, そ 
の 中 に 豆粒 大 乃至 人 参 太 の ウラ ニナ イト を 


含む 。 Hess 氏 は と の MRA OME ER 


enc 


REE & Le ab en sense を wes 


OM Aia(Ca, RaFy eowwMebA 


と 推定 し , radiofluorite と 命名 せり o Rie 


ELEAORRK KN, CORMOKR 
HME EERLE LOKSSE, Wee 。- 
OUIELRA PRICED SIF =74 
の 小粒 に 因 る も の な る 事 を , そ の radio 


gram に て 知れ り 。 < 線 験 電器 を 以 て も 微 = 
ira o KWL HL, LBA O HB 


抽出 液 に ウラ ン を 確認 せり 。 MA e 


に は 直径 1 ユー2 mm ee EI AS B RGB IC 
WSC 7B 0-00155 % Wb DHEREIISE & 
aa,Schénben > fff #4 antozonite に 属す る も 
の な る べし 。 Meet sBA CIBAE 
PERI EDS MAKRI SHR 
恐らく は 放射 性 に 依り て SHERI Bat, He 
Pete SBADRRL UC, BAIBICFEL, 
之 が その 黒色 を 時 する 原因 と な る も の な 
る べし 4。( 理 研 報 , 11, 1237~1243, 昭 の 

C 渡 邊 新 〕 


| 3317, TRIMER CRE RR 


英夫 。 

魚 眼 石 は 正方 品 系 の 無色 秀明 な 美 し き 
SEK E UCHT > MLS. Ee oie 
(100), C111) に た し て , SEHK JE RT 8S 
Hrs, ZEW UC HAS HET iE 
c= 1.2538 と な る 。 

症 微 鏡 下 に て 一 軸 性 , 正 の 結 品 た UT, 
MAMPI Cat LA 

wees = 11-5359 +0-0001 
fB =15339-£0.0001 
| a? s+++++ = 1-5335+0-0001 

IHRE Ic CUE Lic BRIE 
Op =1-5842, Wp=1-53864 7% 0, TOLD 


#1242) 抄 


欠 eet 


の Skah の 結果 は SiOz 52-76, CaO 
25-66, Al203 1-52, KgO+Nag0 2-80, 
H.0 15-85, total 98-59 な り 。 て 地質 , 40, 
645~648, 中 SCP RF) 

3318, Mexico, Sierra Mojada [=a 
FSA FAYYIARORKA Krie- 


- ger, P. 


Strontianite (SrCO3) は メキ シコ の ~ 
Sierra Majeada thy & 0 Sh RSRRRA Ic Mt 
RAL C, <OMAL し て 多量 に 産出 す 。 

C OPES WH dc =A IC L-ceele- 
Stite CSrSO4) LUBMELKE SL OLE 
#bSo WUC celestite (HOM 
DEK IRA D PIMA IC HC LAB IC E 

Y CLAW Le BERD V CH Ae BATE 
物 と 考 べ へ ちる 。 WSeMpmwdc oMmFAo 
うぅ うち 特に Suiza PEK IC OBB BIC, 他 
DBRKCAS( Abr, b LMR 
TRA RKSARA BK 含ま れ , それ 
が meteoric water に より て 集中 せら れ た 
SLOTV ERE, 特に Suiza FR 1c 
限ら れず し て , 附近 の HOB RIK % PEE 
すべ さ べき 和 劣 の も の と 考 へ らち る 。 更 に と の ce- 
lestite は BARE IC CH ゃ BY OB 
LCi 2% 4h anglesite, cerussite if 
に strontianite kV CRUEL ELSZER 
等 ょ り 閉 者 は strontianite iz celestite ょ 
Vet SSRN ie V LAE VU, 

(Am. Min., 18, 345~350, 1933)( 2 BF) 
9519, y-Fe2O3 Oe Ese Thew- 
lis, J. 

yAllOg OFF MHS PET SCL 
大 な る 困難 の 存する 今日 と れ と 類似 な る 
LAT S LBS y-FegOg3 rae 


て , < OM MEE BE TSC LAR 
te V5 y-FegO03 の 粉末 に よる X 線 反 射 
濃度 を photometry に て 精密 に 測定 し て 議 
論 を な せり 。 即ち y-FegOs OR TL F 
は 磁 鐵 夏 の それ C8.4A) と 同じ 大 さき に し て 
12 Fe203 Gtr COMMKOs he 
tr SRROWE, CHSMAKRT Fe R 
UO Off Ble ( WH IK UT, y-Fe203 
中 に て は 更に 40 RRA KREN BY 
或 Fe は 50 に て 園 ま れる も ゃ の を 生じ た 
Yt, Ct ORF Heisenberg DIRK (KO 
理論 と も よく 調和 せり と 。 CPhil. Mag, 
VII, 12, 1089~1106, 1931) C3 HL) 

3320, Seriphos 産 斑 友 鐵 嘆 Schien- 
er, A. 

Seriphos J 3: FRGRDR © FE tH RGB Re USE 
WHwico eC 簡単 な る 旋 載 を な し , そ 
OE HO HRS MRK VY. COMBA 
の 結果 ょ り 
Ca(Fe, Mn)2.CCFe, ADOHDSIO4)2) な 
SAE TH LBS CL EMRE 
howe £7 & BN VAS 

: a:b:c=0-6690:1: 0-4452 
CLT, Hho 10 FELD YO L eis L-cih 
ZL MnO 含 重 と の 開 係 を 論議 そり 。 本 
結 品 は 触 像 研究 の 結果 Vn 卓 族 に 属す る 

と と 明 と な れ り 。 更 に 硬度 , 累 淀 構造 を 
RU LU, SHA it COLO) に し て , tho Hi 
(100), (001〕 う 等 に は 認 む も る を 得 ず 。 比重 
は 4.0397, その 光 移 性 に つき て も 詳し く 
研究 せり CZ. Krist., 85, 89~118, 1933) 
Cate) 

3321, 空間 群 Vi 及び C5, (HF SSis 
Os 鎖 に つき て 伊藤 上 員 市 。 


EN i ait NV VE 


93 抄 


C3 抄 13C43) 


PHOS SCHR hic SigOg HHO 
存在 必ず し も 不可 能 な らち ら ざ る を 提唱 し 
更に 研究 の 結果 HNaBeSiz0g な る 成分 
D—ARGE, epididymite( A} 7H FL) fic 
eudidymite (BAM) の SABE Ic 
Siz0g SHROGEF SCL EBAHEV, 
HIS SisOs §Ho—KRTHERORAH 
KRG 3 HMO O B—DLHTSIZ072 
wTHSELOBBHRPDOKSHS OKLVT 
結合 され て Sig07 HZ=RTHKI © 
RETR UC, THRE* PHO 位置 に 
RA DW IC hi BRS He, CS, OW ABIC 
調和 する SisOg MEBRL OLR 
sia AC BBM ORCL Y CHP 
る 時 た に は , Vn の BBE 1 BAT 2 
SigOsth を 形成 を り 。 それ 等 の 理論 値 は 


A Wisk | BRE 
Con Vir 
a 120% | 1202 
b 7-6 76 
ce 12.2 12.5 
8 102° 90° 
ie Ag 8(Si307) 8(Si307) 


Ohn( 70 SHORE eudidymite と 
epididymite "Pic LNs HEV, BS 


[Eudidymite |Epididymite 
a 12-624 | 12634 
b 7-37 7-32 
ee 13-99 13-58 
8 103°43’ | 90°0 
ee acaitian Sans 
preety =e pee “ 
Dar SigO7) ISisO7) 


X PAA IZE IK kU CEAMIS bs Krist., に 


BER OW) epididymite mpycyt BR 
構造 が 可能 た し て , eudidymite #eHiit A 
型 構造 に 相 営 する も の な らん と 。 (Proc. 
Imp. Acad. 9, 528~530, 1933)C HL) 
3322, 結晶 に 於 ける 光 効 果 の 理論 
Teichmann, H. 

邊 電導 性 結晶 の 各 慮 に 電子 審 度 の 差異 
が 生じ た る 場合 に は その 結晶 中 に 光 効 果 
を 生 ず べ さき と と は 量子 力 邊 に よ ょ れ ば 営 然 
の と と に し て , そ の PARA IC RO OE 
礎 は 理論 的 に は 光 が 通 過 せ る 結晶 の 厚 さ 
RUA HOUR RST LAER Yo 
之 等 の 理論 ょ り の 計算 億 は , Dember が 
Chessy, France 及び Tsumeb, S. W. Afr:ca 
#ED Cuprite KOS Cif 3S MLK 
体 一 致 せ り .CProc, Roy. Soc. London, A. 
139, 105~113, 1933 CHL) 


BASRAUB 


3323, RARAWTULIZHKS IT 
Schoklitisch, K. 

ALseit Neuhaus 及び Stein oP 玄武岩 
に つき 研究 せる も の に し て . 前 者 の も の 
Ap Ka. UC, MRA, HA, 777 
FI4 b, GAPE & AA 52, MA 
中 心 部 は SHAK LC, + YO 
DEE RLY MHA SLMMWMRLHR AO 
二 個 の 化 皇 分 析 を 行 ひ て , Niggli jie % 
HLL, Atak ~~ = -” D Duppau の Ther” 
alith 24% (AMT LU~KV, 
Stein DERAGRYRD & UT HUE, 
FRAY HA, BRE & GAY, F 
HILAL EO LBD & OFT ~ B25, 
BUA & fate Theralith 4 cB L, Duppau 


1d E27 


の も の に 最も 良く 近似 す と 逃 べ た り 。 了 南 
HL’ ZHMOAGEMGORV AEH & 
含有 を り 。 東 ネタ イル マル の 益 基 性 噴出 
岩 は 弧 べ て Niggli の 大 西洋 岩 紫 列 に 局 
せり 。Neuhaus と Steno Salk eB 
〈 , Bowen の “ultra basic rock” O=3D 
DEH Bb BUSA IC HD BS % OLA 
AeKS, HA, WEAK BD SLOLO 
分 けら る 。 大 西洋 型 な る 束 ス タイ ルル マル 
クタ 玄武 岩 は 石灰 岩 同 化 の Factor asp 
型 岩 此 細 展 の 共同 原因 と 見 候 し 得る 通常 
DPIC UC, Belk 堆積 叉 は 結 品 分 化 基 
の 他 の 正規 分 化 の 外 に 水 成 岩 ; 火成岩 の 
燈 融 が 岩石 毅 生 に 如 休 な る 大 役 を 演ずる 
か を 示せ る も の な り 。 Zbl. A. 348~ 
359, 1935 う C 河 野 り 
3324, SKY RMOMERBORRBRO 
BE SIR IMKSiRAG Grout. F. F. 
ARHMALBAK UC, その 性 質 は 84 
OWN EV PEs bh, M14 Hoes 
分 析 に FEY, BEA RU EES Bia B 
MOUS & EO CHB DEVS Hh 
MG OTK A RYE, MBA, Be 
ABE OED KCARRURERA DR 
片 存在 せ り 。 (BDH OR Rit HAA O 
平均 成分 と 大 差 な く SiO ぅ 5 Hy 61% wz VG 
HOC OE iil LRA & BRE Y BME 
Ole WiKi REA ale Bit し , Se 
BEA © te RT th BC © WRAP & HE 
似 し , ME lit-par-lit A 2 SBA 
Ph HEL VAR VAR Lin & PE RE 
な し 。 lit-parelit oR AIA BRI WS 
LU Ea KATH OM ~ CT ORGS V, 
SEMA CHA t © Pe IS hornfels と 


ae ee 


Be #94 

な れ り 。 BEHLE O BARI £ YU BOR OIC 
HST ik, SL (MEL, CaO, MgO, FeO, 
TiO。 &384nL, K20O, SiO。, H2O ER 
U0, RRICEMA t EH A L OBO 
Mica ( RiroanPeMRt~<( BEA 
@ factor を 論 ぜ り 。 EPS REAM READE 
wat Hithatek UR BRAM 
少量 な り し な る さ べし, 大 等 の factors Hi 
PAE SRV Sa. LD. 構造 上 ょ り 
FAULK DO DEM OF Ic ld < ORE 
に 協和 皇 机 影 響 を 及ぼ せる 如く 見 え ざ れ ど 
b, fbi AO 75%O%t Olk 閉じ き 影 響 
を 及ぼ せる 如く < 見 ゆ 。 大 部 分 の 花 向 岩 は 
液体 と 結 品 の “mushy” 温 合 物 と し て 六 
AL, € OUNMS ic BREE BL, Bh 
(LEAR DEY 5 MSCBEM A less 
viscous # な る 液体 と し て 導入 せる な る さも ヒ 
(Bull. G. Soc. Am. 44, 989~1039, 1933) 
Coy BF) 
3325, DYFAIW=PIlIEAs Glass 
Mountain の 火山 史 Anderson, C. A. 
AW hic it AWE UC, SRABOM 
#78, Cinder cone, 石英 実 山岸 の RARE 
EIA En, SRR, RU AL DHE 
3, EI, Ra, PAS REt S 
2, WA RAMI ROM. MIG LEB 
る 。 WEARRU SA AMS I BR 
L, FAA IE GIVE shield volcano oI & 
より 噴出 そる も の に し て , RH BSH 
岩 的 岩 虎 より 分 化 せ る も の と 考 ふ る と と 
RiLAQBnV, ilu CARMA REA 
OPER PEMK (L, 別種 の BAH XV te S 
SO ARR O ARAATL を 通じ 
て の 噴出 は , 隣り の AR RIA Bae he 


NNN 


nia 


NL at ee eee aS NE oe MAY OO) Sey ee 


eo PP 15C45) 


より な る べし 。 AICI Om OES 


の 存在 は , FIOM RES ¢, ARR 
と の 混合 を 示し 。, ARAMA ont 
Hig. Aes bbho FERRE hiro He 
ALES ah LAA © SAGA) BS A IC 
THOME OF 2 TSTE GU, Variation 
diagram を 作成 し て , Lassen peak の それ 
と 比較 せり 。 本 地域 と の 重なる 差異 は , 
AHS CA ARAH A OMCs 


曜 岩 に し て , Na2O, K20 ifn HS | 


に 多量 な れ ど る も Lassen Peak region jc fs 
Ci MBA te ( ,NaoO の 量 は SiO, 73~ 
752% の 場合 に は PD VY Harker (tf 
THEE AI SL, 1 ORE As fi] — te BIE, 
BD OAR D FER HE ORDO OFE 
PMA e UCMBL AL tit ~t |x, 
Power は 本 Grass Mountain g 9 4 (4 
Vogt OX Fifth Bo anchi-eutectic Sopa 
の 成分 を 表 は す も の と し て , qu: or: plag 
の 比 を 和 覚 出せ を り 。 又 Grass Mountaing ™ 
Wa Kit Goranson の 指摘 を る 和平 庫 の 
る ゃ の と 同様 に ,1 錠 以下 に し て 少量 な り 。 
(Am. J. Sci, 25, 485~506, 19339[ 河 野 〕 
3326, 北部 スマ トラ Tobasee DHRF 
堆積 物 Correns, C. W., Leinz, V. 

スマ トラ Tobasee DHIRAHERIL, 
HO BRMKDA LC 単調 に し て , RICA 
英 粗 面 岩 に 開 係 し , 或 る 場合 に は Quarz- 
trachyte に 開 係 そり 。 新 粒 質 の 部 分 に は 
MAE, DAY VEAL, BMS Soy 
RIS LEER, 及び 海綿 人 針 あり 。 著者 は 紫 
ED 凝灰岩 の 成分 及び その structure, 
texture £Y WERE RO PRE ITO AK 
Se Wate し, PML T 一 表 に 示せ VS 


i 


(Zbl. 4. 382~890, 19332C 河 野 ) CR 
BY, WHEARRMOMMK 


FrEGHCT, WH. Vin) 

HPS KR > HEH) 30 km ょ り 9 約 60 
km OMICHY, ZRoA Sy, 1600 
~1700 m の 高原 上 , 100m 肉 外 の 高 さ に aie 
ED o BUA] 1843-9) ARF) C1811-5) ae ik 
Mili (1882-6) PPAR) (1712-4) Ses 
(1758-6) 6 Bill (1750-0, 等 その 著 る LB ee: 
SOK LT Hn LGA EVRY, Ko- 
nide 或 は Tholoide に 属し , 極め て 新鮮 な 
SWB AL, bist Bae 彼ら ざれ ど 
b FMa crewmen V Bull. Geol. 

Soc. China., 12, 355~366, 1933)(JES238 J 

3398, Bayt Finch, R. H. Ait 
多く OVER (c(t, aa 及び pahoehoe ey 

の 何れ に も 分類 し 得 ざ る も の あり 。 Ob- ; 

sidian fiow % 1X Ep IMA OBL ( BEE NF 

岩 は 通常 aa の 特徴 な て , Hs OMYE EY } 

成 れ り 。 稀 れ に は 玄武 岩 に も かく ゝ る 有 駄 盤 

を 示す も の あり 。 世 く の 如き 燈 岩 に 斬 し 

て , block lava な る 名 笑 を 使用 せん こと と 

を 提議 す 。(J・ Geol. 41, 769~770, 1933) 

CHEB Ht) 

3329, 1931~32 FP UVF PYHEO 

火山 活動 FEO 

Umnak 島 Tulik 火山 。1931 年 3 月 21 
HAD E VIR 

Umnak 島 Umnak 火山 。 1931 2 5 yy? 

I8AAO SE UWE 

Unimak J; Shishaldin 火山 。1932 年 
2 月 以来 活動 ,5 月 始め , 烈 し く 活 動 し て , 
その 山腹 ょ り 多 量 の 燈 岩 を 流出 せり 。 

Bogoslof 島 。 絶 始 噴 畑 中 の 同人 火山 は , 


ee 


1646) pp 


#3, 96 


1931 年 10 月 31 日 火柱 を 出せ り 。 

Chuginadak Cleveland tj, 1932 年 1 
ALARA cite 0, (CZeit. Valk, 15, 
128~129, 1933 CyB) 


2eB68 hk 3 
3330, SSA x RARE AE CET 


Stevenson, J. S. 
Waitc-Ackerman-Montgomery #§L] の 

BEATE IK US fd CHF eS ARAK Dw 

TATRA Ls 基 成 因 に 開 し て 従来 は , 


REGRET D KARA BEIGE OD Fe wD VC BARE 


by CHBYX Z residual veinlet : #~4 
DULY, Fa BOMBA & HiAMIC 
SABE ICUS CO 研究 し た る HR, BEDE 
SUMS DEST k Y ex-solution k Y Ie 
せら れ た る も の な る こと を 力 謀 し , 基 理 
HE LUC, Ze 直 変 = コル 下 に 槍 す る る も 
WERE D BX MRL HK ~ Hii is D HEF CFE 
PLCHAB—O 結 品 面 を 現 は し , HS 
RIL -BIGIS し て , 普通 の 次 代 作用 の 結果 
生じ た る 時 の 如き KBR E NST, 
陸 つ 和 概ね 三方 向 に 分 岐 し て 延び , KEE 
BCP CWA TS SCL it COB 
D i Git BGR (L DE LITE BIC HST De WLS 
れ , 藤 他 に は 散見 せら れ ざ る こと ょ と 等 を 列 
Se Y (CAm. Min., 18, 445~449, 1933.) 
(下野 ) 
3331, 日 本 に 於 ける 産 金 (一 ) 赤木 催 。 
KD ICARFR, GAMER SSIS A 3 ERR 
HOWE LAL, RCLOBMK, ARE 


| 
| 


と な し , 姿 鐘 充 填 奏 床 を 更に 深 成 , 泊 深 成 
ERMMROL OK 分 ち て , 基 各 々 に RT 
PEE Vo CAB, 45, 581~588, 8% 8) 
Ch BF 

3332, HRSSSUOLEAER 
新兵 衛 。 

本 金山 は 清 津 港 の 北 北西 約 9km © Hy 
BICD VY. TRS 清 津 , 雄基 街道 の 南側 
な る 一 出獄 の 束 腹 に 分 布 す 。 階 近 の 地質 
は 主 と ょ と し て APNE LHR RZe A 
く 置 雲 母 花 和 立岩, WA, RUBRRBE VY 
MBo 


島村 


_ PR Rt ES CRRA G EU RY 


HASH A, 石灰岩 , BAA, Aaa 
RHAECKA LLP AEC AGRE 
HH ALY RSo BKALH SS 
胎 せ る 含 金石 英 脈 に UC, Ma RA Oe 


「 ABD SAL FICHE, FEA WMA MAR 


FORDER % IRE ES. 4 OBES VS HA 
ES 4 OUTS VC, ZEB, BR 


| 第 二 脈 と 名 付く 。 


BPRS HEFL fe, Bitte 3 BE, HR 


| ARK, the ARE AIK ICAP 


(ZIL7 BTC ENTE, BEITK, FREAD, BME BE 


| Be, ER AOR DR as ETH Lk VR, — Ace 
| ARISE & ay LL, SS—HRSLAN © BBSE Ck de 


(EK RE HIG SIC HEU CRE GR 
RIO 量 を 場 し , 叉 上 方 に は BEERS 


| る 関 陳 人 鈴 奏 を も MET 5%,2K 反し て 
HRT REO TLS 9 WEAR 


GAO PHU EIR CAEL UCHR 


OMEREMAS PME RX, 更に 金 HCH PTHEG, FHM Car AIR 


RKO MRS KW し て , 1. SUR Ag SMR 


OMPRARIC SLES o TEMLER St 


2. EARTH 3. 2 4. DORK | EROS 2 RDI ERR © Bote 


Pe OR NA NEES 


A eye 
sd rN 4 Toe ey pn aie っ Yat A 


ee pre WN 


. eg bd ‘ 
x = \ 


\ 


> 


2 EMPARMLUCEtEBZ Lo EEF 
SKMBVARIKOPRARASCHEE 
好 な り 。 BLAKE V 100m HHO 


PRICES. BIC E—-MRPXMK RT | 


Pike 6S CHPRPA EARS 
o~8, 昭 8) Cp EF) 
3335, ABUSER BNR 
ASM HR £ OU Ey 3km の 
MSEUO RK SV, Mtikomeitt# 
洞 層 , BEE ina, RAR A LUT 
60 MAA LHME PKB 2AeH 
MICU, BRAD EM LBW cEY, 
北東 叉 は BRK L, LAK ARAL 
FRU, PRIS AA ERS 3 概ね 品質 良 
REY TAAL AA HARA RRP E 


NA Ki BERTIE IS LC RRR, HERO, SE 」 


HL OER HCH e 含有 し 。, IK HTK 

を 伴 ふ 。 主 な る HMLOR SV, 2H 

SORAKIS CaF Et bb S OCHA Hal 

MANS, I~10, 中 SCP BF) 
GAB hk SB 

3334, Kettleman Hills 油田 Gester, 

G. C., Galloway, J. 

California 油田 中 の Kettleman Hills 
YHA IS ESR O ER EH oO IC し て ; 
San Francisco jf Ji fy L80 Ba Fresno 
及び Kings Counties た に 存 る も の な り 。 
Kettleman Hill gz 30 whic RS hh eA 
性 を 有 し , 基 中 に 3 っ ろ AA EA 
する も ゃ の な り 。 North dome jz 3 [AA 
中 最大 に し て 15,000~20,000 acres の 面 
MEAT SOV, AMR Pim 
1p 3513 Temblor fg + 0 fe L, North 


a 


— 


ee 1747) 


dome icf cit 1,500 OB sx AT, HE 
油田 の 石油 の 根源 は Temblor jy eno 
褐色 頁岩 及び Temblor ftho 4 tr y 
tet b 2 BAAR WHS, 
AWRURM DERIK RC HM BZ, 
(B Aw. A. Petrl. Geol. 17, 1161~ 
1193, 1933). CAA) 

3335, QBS = ee 


SOG 112 UN OLBME & VT HAS 


km OSbBhiC HV: 石油 の 湖 出 せる 地方 な 
り 。 Hib Hit = Allo Bee, CREEL 
の 和 埋 洪 石炭 悦 , 及び PHA BAO 自 流 井 
tc 0 tc 0, CBI ARH © eR 
WP MOP se PICS S407 VE 党 
WHHL MONA Owowy ¢ hikes ace 
HS RAO EAR i IO 
PICKET Z8EDEHEX LS, WA 
HALL VR HME SEA 
He AL, TMB WAH O 北西 側 
に 存する も ゃ の な り 。 故に 今後 に 於 ける 探 
Hit BHAT ROB SMC A Ces Se 
%4 orev CB; Geol, Surv. China 22, 39~ 
44, 1933). CAA) 
3336, HARROP) AHbeER 

油 局 より 滋 油 を な す 場合 に , 石 油 が 如 
fF] te SEKI HHARARMS SS PIMA 
CUM BRU bNKSL, RHA L2H 
ORM BAT SRE MTV, X 
DO Rene Bic k iF CQ) Ha LL 
AAS XU RAY) DRM L Sez 
Th Vt tp oh © (EE © IRIS RIE & Be 
LF 34M OAR MK EAT Cho 
FRAKB OES SHAKERS 
SOM LKS SL *AKHARER 


Ves) ae. df ha? UY Neier et i tee edt See ee OOS 0 eo Lae 
Sed IRIS A Ase ek Sega: te aR AOAC ETE 
3 a = 4 a . be " ny Q ' yw 
“3 . " Y oat A \ = , 


/ 


#18C48) 


そ ず , 界 線 近く に ある と き は RH Ache 


現象 を 起す 。C4) 探 油 管 が 水 砂 中 に 存する 
場合 に は 探 油 は 全く 不可 能 な り 。( 石 油 彼 


fiz, 1, 27~37, 1933). CAA 


3337, rk OBE CRT Russel: W. L, 


ES COMHIKCA HACE V PIE SH 
Fika He 2B Rte (BME SOE 
28D HK > WRAL IC BA LC (LE & tae 
れれ た る も 未だ 解決 に 至ら ざる も ゃ も の な り 。 
筐 者 は 種々 な る 昧 より 之 を 論じ 次 の 結論 
RHA, WS C1) KARAM CRG 
EKO REG KOMRK ARR SE 
素 と な ら ざ る も, MMO Whit 地下 深き 
FICC ORRICK CBA UH 


HES LOY, QO AT hic RT 


SRBRUAM D te 3 ILM be Rit 
bX SPO Y CBM OM S IRIBIC 
CHKIZHE RRO IRE KA CREE 
SLOUTSTLCDRZKC OMMEO 
PRM AE CKO Ech ER b FS 
FEL, (6) osmosis (L314 KO YRC HH we 
BeBe Ws. SO Lihee bd, OM 
Akt © HAE at AHEM IR BE bt 
SLOKLT. ALE で が 之 等 の 堆積 塊 
中 に 保存 せら る ヽ も の と すれ ば , 吸着 は 
HKOUMEK RS BRET SLO 
VY CB. Am. A, Petr]. Geol, 17, 1213~ 
1228, 1933). CAA 

3338, Menilitschiefer O{/LBHOIR 
Casimir, E. 

4% (a Ostkarpathen の Flysche zone 
1B a phi HPI] Menilitschiefer jc gi, & 44, Ah 
的 に 研究 せる も の な り 。 Peis Agapia 
ie も の 4, Valea Seaca, Horaita, Harja 


の も の 各 1 計 7 RHIC SE RM Sd, 


Agapia, (1) と し, Horaita (2) 2 LT& 
YEO a DHE HR & jt 32, HyO=(1)---10-29%, 


“A.46% CO;= (1)--0.08 %, A 


0-01%, $=(1)--.4.53, C29 1.82, Ton 
(SO2; AlpO3, 3Hg0)= CDE SN 
(C2).41:3, FeSy= 1: M5, (2)--28,° 
有機 物 = C1 う …14-.0, (2⑦…3:6, 抽出 湊 青 
物 =C…71.9, H...8.8, S:--3-75, N.--1-26, 
O-+-14-3, 8% #8 if #f Hp = C---82-8, H.. 
10-56, S---3-26, N--1-22, O - 2.16, H/C 
=128 な り 。 UE ost 0, Agapia 産 
Menilitschiefer 4} 1.4 KIL RO MM Lo 
即ち —H.O 3.4, 有機 塊 CPolybitumen 
9026)--140, Ton---347, FeSy.75, Ft 
HE B14, HOD y---8-6 % な り 。 Cz. 
Petrl., 37, 1~4, 1933). CAA) 


Se be. £7) 


3339, Mullite OX #Q37#=R Posnjak, 
E. Greig. J, W. 
RP kVA 4 PMO BRL 
し て parzite skit keramite BHD y 
KERUCHAFI4 I 1b Oo XM 
ReEGRLCENEDIEG EYRE Vo 


H+ OvePRIC UIE Y LAB LskRRe A 


RU HHL By & #9 1000°C に 長 時 間 加 
BOS LO LMARBLE £0 SERHE & 
行 へ り 。 HBAS 4 bit Fe.O34 
TiO? WIC Ro AlLOs を 固 燈 体 と し で 
BA: ED IC MUP BUS ds te LE &, 明か 
CPC BAT SMV RRBRU 
HAM ROAS +b Ol. AFB 
REESE OAMe BO MP Rea, 


pis) 


kee ned CAT 

PSR ROAOMPRL AWC BS 
も の あ S2Bwe 0, ic Bradley 及 
Roussin, skit Krause rx Woéhner 等 の 
WAL bo MAK k SMB Sew 
= Y oCJour. Amer. Ceram, Soc, 16, 569 
~583, 1933). Cc) 

| 3340, FORMS LEGER Morey, 

GW. . 


BF GRA © 液体 た し て , ET | 


FM RAKOB RSPB 3 HHS 

ら る 。 WS Fit RIE AL Sai 

MEMEO CHP OMEL wr を 有 す 
, SAD Wee SKE に 移 化 せる も の な 
0, LAF LAM O MME Vd tr, WE 
4 OF &WERO BF ORD LAKGIL 
これ RMR BREE S YS BES 
れ ら の 成分 が 三成 分 系 NazO-SiO.-CaO 
に 於 ける 化合 塊 忠 の Nas2O・2SiO。, 
Nas20.・8CaO.6 SiO» 及び 石英 間 の 三 元 共 
PAR LBL AMBRE KASLOAEV, 
BEMIS BHI MEY. MU we He 
て 容易 に 充分 燈 融 し , OD VE LAM 
近 に だ 於 て 失 遂 作用 を 妨 ぐ る に 充分 な る 灯 
MELAS SV, Bic FHA 3 
HF Lo OPFRL eS SkR KIA & OR 
. 係 を 論議 そ 9 。CInd. Eng. Chem., 25, 742 
~748, 1933), Ci A) 
341, MARR SBME 
EBo . 

REISE SMA EV Stakes iit 

KAP ER MT REDE ER び MLO 


ARIES 4 — 


BCBS B Sea ICA ab LYE Vo 
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CABO WL AT SURI 
AMOS FOL LEM 
基 性 及び 中 性 の 外 に , 近 時 EEL LRU 
特種 原料 即ち 天然 産 並 に 人 工 原料 た 就き 
HK OME SMALE BHEVS かく, 
Oi {HPAP TO EM EEO 
S OMS BHM WHOM SET 
HORE ERM SRkoMBe RM 
SLOLMI SER Lo C SRR LAB ek 


1~144, 1 #8 “EDC AD bs a 
3342, =AMBOX MYR A. 
Pile, 深見 芳雄 CT 

AA AIAIAPREE VOR RD で 
ホル = ヤ 産 及 三石 産 を 用 ひ , ラッ = BEBE Rone 
| 法 カ メラ を 以 て 撮影 せる 給 線 を 比較 し て 


加熱 た に たよ ょ る 押 化 を 閣 察 を り 。 そ の 結果 に 
ょ れ ば 300~500°C 間 に は 全く BME EB 
あめ ず 。600°C に て 輪 線 の 濃度 に 差 が 生じ 
thts Bb, FOES 1000°CE CHG MMe 
に 保持 を らち る 。1050°C CC aRE BME 
な けれ どる も ,11009C に Cis AHH ICEL 
3 時間 加熱 すれ ば 殆 ん ど 原 ペ パイ ロフ イラ 
ィ ト の 線 を TRL, MEIKE & と な る が 
BM Lo RRS IK 1200? 15 00°C RY Ck HF 
ムラ イト 及び クリ スト ペラ イト の 二 相 が Nt 
$85% L, 温度 及 時 間 と 共に MARES 

著者 は 1050°C @ UATE IE EY 

ン の 400~600°C. m Hi merc thee 0 (Ce 

4b, 36, 1456~1465, 0% SHARD 


A 
EYFO{ES Hoffmann, 


emt 


ik 


3343; F, 


ARES ORRICK 分 ち て AML, 耐火 材 | Boent, L. 


Rm EPLICEE LX © 60 % Ke OET 


#20090 ) {> 


Sy SRE a tec tee Pe ate 


Ne As al WF ai ty 
ers sent oe 


J Le 


SYYFOAMMAREt SAW VF 


者 は その 研究 と し て ピッ チ 恭 溢 物 質 中 主 
と し て Base (有機 培 基 ) う の 含有 さる ゝ 液 
HRD KV OBE AXE Yo 試料 は 
Zeche Lothringen の ピッチ FEM ICT 
Base の 得 量 は 3.8 2 な り 。 こ と この うち より 
o-Toluidin 及び B-Nathylamin を 分 離 し 
目下 不明 た に 悦 す る 高級 の 多分 Pyranic dH 
f€s 2 Base を ゃ 分離 せり 。 (Brennstoff- 
Chem. 14, 381~382, 1933). (て 鈴 見 〕 
3344, BERREDRBC VID ERA OR 
PERE ICHT SSB Allinson, J.P, 
Mott, R. A. 

FER ICL L 89~77 % DIRK EEA 
F SANK MC HLA SS MEW ROB 


Peo ALHEIC ND 3 BA RIC BEC Re | 


Yo S27F2e Bit Mott-shimmura 式 た に て, 
ター ん 測定 は 前 LAOKRECK HS 
Gray=King 潜 VU, その 結 果 は ROM 
Lo 

1. fa DE IK HS CA ROM RD 
VL PPACEC BS TB IRL —ALF ICES 8 I 
一 温度 を 以 て 開始 さる くも の な り 。 油 及 
UO SEHR AY TI EAE © BA RBI BE a — FKL, 
AAD © TRACE BE IK ELF 6 

2. Aipemt et Vt hit EF ic 
SOON CD ICH SHEL WU SPER 
BA i 82~ 86 % AEC HST ILIMO If 
(1 — FF OY FZ 1K (43509 430°C に て 
WHA SYK HAT, BARRO 場合 に 
(£'350°~ 470°C CHWS LEY o 

8. Ai DeRP AC DU Die MH @ UES \ (aH 
—FLF kL VMS ke SOMBER Fi 
よる 吸着 現象 に 基く も の な り 。 各種 石炭 


oo #8 100 


OWEN AHRKS ARC MR EA 
Ls FEO Chk th tt 以上 に 於 ける TBE 
HE (A eK ALICE 

4. ALAR LICH 3 RUPEE AE ha 
HREGA RL ARE AY TS. KOR 
AL BRAD OBA & ELAM EA BO 
PR id Wh BE AE WR EBS. % OF V 

5. WED IBA te SRBS A M840 b 
の 石炭 は 420°C KC 4%~Y LOW EO 
着 す れ ど る も, WL Mey ESRO ex | 
含有 量 83 % 以下 の Fires [BEI HSC 
1~2 の 油 を 吸着 する に 過ぎ ず し て , Th 
吹 着 能力 の 差異 は 膨張 力 た 於 ける 差異 の 
一 因子 た る 事 を 示す 。 

6. RA ORE BMI SKEET ZO 
量 は 炭素 含有 量 と MR DS, RRA AGE 
89~9522 の 石炭 に 於 て は 約 4% の ,83~82 
% の 石炭 に 於 て は 2 HE, 80 % の 石炭 に 
於 て は 3 倍 量 の 油 を 保有 する 必要 あお り 。 
(Fuel, 12, 258~268, 1933). て 鶴見 
3345, RPBSSORBT BRE iS 
i 9 

SAB, AL, FRUS, 河南 , BAL 
i TRULY SAM EO 16 hi. 
MLSCia ole RARIC HS C Gray=King 法 
に て 試み た る も の な り 。 即ち 試料 石炭 を 
60 目 帥 を 通過 する 章 度 に 砕き , 100°~ 
110°C [= CHEM LZ © Wey % hy MB 
L, 300°C (c Rss SME ICAL LAE A 
に 600°C fe hn LB ER SRI, ター ル , | 
KAROY vea=r RWW LP RBIRO 
RROERESRKESLORV, 

SACL MT PHURO Reps IS 
BCC RFE O Ae HK THM DO HAY ¢ 


a es 
y A ae < 
? nts 


Bo ta te as Nk i al Behe “ 


aay wa See oP 


Vy ee 


AOR LR VU, EM Ki, BARS 
Lh EEA eS 8 BME KER te SRB 
あり 。 PR, TH RMR Ht 3 le 
HRTE OS, 適 党 な る 石炭 に 非 ず 。 (中 園地 
Bee hh, 21, 5~16, 1933). CH) 

3346, AHBSRORBLERR MH 
1 意 之 議 。 

AN GRICE CH SALIARHe BI 
PY, dk, We BT Est 6 種 の 新湊 青 
炭 に 及ぼ せる も の な り リ 。 そ の 肉 著 者 の 注 
BEqls 2,927 soB@ERK RSG 
SRK TC, その 油分 得 量 は 他 の 石炭 の 2 
fe RICE LPL BAM , ART EH 
EAS774yOD% tM, 但し 
AUT PIC Sake KEG Ale EK SAL 
油 中 に る も KwMWAS we る さく, この 
昧 より 油 の 性 質 は 良好 な ら ざ る べし <。( 中 
sb Bee wm 21, 16~18, 1933). (#B SLI 
3347, RMBSRORRE BRR PE 
2) Milk 

RR RED |WARMEIC & 3 RE & BR BAG 
UH Spel 2 MD Ae le BEC BE 
験 に 於 て は 試料 を 20g HH SRHWL 
10g を 取り 試験 を 試み , 本 論 に 掲げ た る 
表 の 修正 を な せる も の な り 。( 中 國 地 質 薬 
報 , 21, 18~19, 1933). (#8 HL) 

3348, MRRAOMRR OIE IK RIE 
SURI OD BBC2) Colles, G., Graham, 
Ji J. 

BG IPE TE RE © JB hin it BUREE IK & 3 HEA 
ROWE MEME OGRE Vo TCDAK 
SESE DPR ACHE © 8 hI On fe te SBE E CaS 
EF ZIOtKSHeEVYICS SBCROKR 
験 を 試み た り 。 


EN NG FE EE GA 
Oe * oT に © 
: Se a 
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1. SRR BARN D 加熱 前 及び 加 
PUBIC IAT SPER RKHEOWE 9 

2. 同上 加熱 炭 及 び 非 加熱 炭 の SHI 
に CO2 KES SRBC ZS 

3. テー テル に て 抽出 せる MARR 
非 加 熱 炭 の 吸着 能 の 測定 。 

CE OWE OPE ERE LR Hii 
を 下 せ り 。 . 


1. 粉末 炭 の 加熱 に よる 酸化 能 の hn 


は 石炭 物質 の 化 學 力 の 増加 或 は 不 館 和 結 
合 の 新 成 た 買 ふ 事 大 な り 。 

2. 塊 駄 炭 た 於 て は , 酸化 及び RARE 
HERI SY te 4 PARI IAT BX VY 
大 な り し を 以 て , MAM Beas 重大 
な る 因子 た る 事 を 老 ざ る さか ら ず 。 MH 
し て 物理 前 組成 の 匂 化 に も 割 目 の 生ずる 
如き は 殆 ん ど MMS SHE LC, = 
と UCHRRIRE T D BH AIc TE ( MLE 
(LEANED ZBL te SB Bite V > CFuel, 12 
306~312, 1933)C#E FLD 


22 科 Bz 


3349, MaRS ORS (OU TOFR 
Lewis. R. G, 

Sb ZT © A WERE H(t isostatic compen- 
sation 」 の 深き に anticline の 生ずる こと, 
BEEZ EY PER HE Ic BARE AC 
MAS SUB OAS SWI KS LORY 
LEX OSZOBESIK Oe COMME GS 
察 せ 9 (Geol. Mag. 70, 499~521,1933),. 
CB) 
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RA eee eee 


ones 


_ tehonemne RS 3 JJ 314 
Pita HAGA ABIC HSC, ROTH 6 年 
ee eB, Mc 41 ANE, eC 
KRRWASS, ARABS, A AHI SE 
@LOMARHEE & PRT ~ Lo 

PARRICSAWOME KARA O 
WAS & hd, HMM eK RRY SL 
た る も の の み に て 次 の 如 Lo 


12 月 1 日 午前 6 時 24 Ab ESE RAT | 


BREE, 2 AL te Eu 1000m CSET, 
WA2ZAPK RY RATT Pr AA 
Pe AIK MERE 0 

12A3 A MMEX DF - BTR 
し て 燈 岩 を 出す 。 

12 月 12 日 格 前 火山 再度 の 爆 豆 を 見 
る 。 AH RRA 

12 月 24 日 午前 4 時 10 分 , BSD 
Ac ELAR, FG UU © HM ORE 
Ly 燈 岩 は 東海 岸 ま で 流出 し , Ba 
落 13 戸 を 焼失 せり 。 

EIB SEROME Isert Stahl 
Eisen 誌上 に 於 ける Vereins Deutscher 
Eisen. u. Stahlindustrieller mis mk iv 
ば 最近 3 ヶ 省 に 於 け る 世界 各 國 鐵 産 額 談 
の 如 LCA AIL BS wD 0 

即ち 主要 各 園 共 , その 産 額 を 激減 し , Hi 
リョ シャ が < OPM EMER T 6, 鉄 
RTL O38 AIC EGE 4 TLE YH 2 
位 に な り , 鋼 た に 於 て 英 猫 備 と 大 差 な き 
に 至れ り リ oC 渡 邊 高 〕 
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